
 

 

 

 

２０１９年度入学生用 

 

 

 

履 修 の 手 引 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥取大学工学部 

 





目            次 

 

１．工学部の目的，理念 ----------------------------------------------------------------  1 

２．鳥取大学工学部学士課程教育に関する基本方針 ----------------------------------------  1 

３．鳥取大学工学部各学科学士課程教育に関する基本方針  ----------------------------------  2 

４．鳥取大学工学部規則 ----------------------------------------------------------------  5 

５．鳥取大学工学部履修規程 ------------------------------------------------------------  7 

６．鳥取大学工学部単位認定規程 -------------------------------------------------------- 16 

７．卒業研究の着手条件 ---------------------------------------------------------------- 17 

８．学位論文の評価基準 ---------------------------------------------------------------- 18 

９．履修の解説 ------------------------------------------------------------------------ 19 

（１）単位について ------------------------------------------------------------------- 19 

（２）履修申込みについて ------------------------------------------------------------- 19 

（３）試験 --------------------------------------------------------------------------- 19 

（４）成績について ------------------------------------------------------------------- 19 

（５）成績評価に疑義がある場合の申立て制度について ----------------------------------- 19 

（６）休講 --------------------------------------------------------------------------- 20 

（７）補講 --------------------------------------------------------------------------- 20 

（８）所属学科教育課程表以外の科目の履修について ------------------------------------- 20 

（９）「飛び級」制度について --------------------------------------------------------- 21 

（10）感染症による出席停止について----------------------------------------------------- 21 

（11）定期試験における学生証の提示について ------------------------------------------- 21 

（12）試験において不正行為を行った者の取扱いについて --------------------------------- 21 

（13）その他 ------------------------------------------------------------------------- 21 

10．気象警報発令に伴う授業及び定期試験の取扱いについて -------------------------------- 22 

11．鳥取大学単位認定規則 -------------------------------------------------------------- 23 

12．鳥取大学工学部派遣学生・特別聴講学生規程 ------------------------------------------ 24 

13．鳥取大学工学部科目等履修生，聴講生及び研究生規程 ---------------------------------- 29 

14．教育職員免許状の取得について ------------------------------------------------------ 30 

15．学級教員 -------------------------------------------------------------------------- 31 

16．鳥取大学全学共通科目履修規則 ------------------------------------------------------ 32 

17．全学共通科目開設一覧表について ---------------------------------------------------- 38 

18．鳥取大学における外国人留学生に対する授業科目等の特例に関する規程 ------------------ 38 

19．工学部各学科の概要 ---------------------------------------------------------------- 39 

20．鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科工学専攻-------------------------------------- 57 

21．その他 ---------------------------------------------------------------------------- 66 

  





１．工学部の目的，理念 
 

【工学部の目的】                                                    

 本学部は，人類の福祉と社会の発展に資するため，主として工学の分野における学術研究と教育を行

うとともに，社会が必要とする技術を開発し，それを駆使しうる人材を養成することを目的とする。 

                                                                   

【工学部の理念】                                                    

 工学技術の急速な発展は生産性の飛躍的な向上を可能とし，人類に多大な恩恵をもたらした。その一

方で環境が破壊され，物質的豊かさの陰で人々の心の荒廃を招くといった問題をもたらしたこともまた

事実である。 

 人類が将来にわたって豊かな生活を送るために，「地球資源を食い潰して繁栄するための技術」から

「持続的に発展可能な社会をつくるための技術」への転換が必要とされている。また，「要素学」とし

ての伝統的工学に加え，伝統的工学と他の学問分野の成果を課題解決のため融合利用する「総合学」と

しての工学が必要となってきている。しかし，その一方で入学者の基礎学力と目的意識・意欲の低下が

見受けられるといった現状がある。   

 このような認識の下，近年の技術革新や産業・社会・経済構造の急激な変化に伴う社会からの要請に

応えるためには，「人としての理想を求める工学の追究とそのプロセス，成果に基づく技術者・研究者

の育成」が最も重要かつ必要であると考え，このことを工学部の理念とする。                        
                                                                  
 
２．鳥取大学工学部学士課程教育に関する基本方針 

 

鳥取大学工学部は，人類の福祉と社会の発展に貢献するため，主として工学の分野における学術研究

と教育を行い，社会が必要とする技術を開発し，それを駆使しうる人材を養成することを目的としてい

ます。この目的を達成するため，学士課程における「卒業認定・学位授与の方針」「教育課程編成・実施

の方針」を定めます。 

 

【卒業認定・学位授与の方針】 

鳥取大学工学部では，鳥取大学の「卒業認定・学位授与の方針」を踏まえ，次の能力・素養を身につ

けたことを認め，学位を授与します。 

１ 地球の環境と人類の幸福・福祉を考え，社会に対する責任や倫理観を自覚する知的・道徳的能力 

２ 基礎知識や専門知識に基づいて総合的・系統的に思考し，新技術開発や問題解決を行う能力 

３ 自律的・主体的・継続的に学習する能力 

４ 論理的な記述，発表，討議などのコミュニケーション能力 

５ 多様な価値観や地域特性，文化的背景の存在を踏まえ，柔軟で視野の広いものの考え方ができる能

力 

 

【教育課程編成・実施の方針】 

鳥取大学工学部では，本学部の「卒業認定・学位授与の方針」で示す能力・素養を学生が身につけら

れるよう，次に掲げる方針のもと，体系的な教育課程を編成し実施します。 

１ 全学共通教育と合わせて専門分野を中心とした特色ある教育課程を学科毎に編成します。 

２ 専門の技術・知識を応用し，総合的な能力を向上させる場として卒業研究を行います。 

３ 工学技術に関する倫理教育の機会，最新の技術動向や専門知識に触れる機会を提供します。 

４ 実験，演習など能動的に能力を磨く教育を展開します。 



３．鳥取大学工学部各学科学士課程教育に関する基本方針 

 

＜機械物理系学科＞ 

【卒業認定・学位授与の方針】 

機械物理系学科では，本学および工学部の「卒業認定・学位授与の方針」を踏まえ，次の能力・素養

を身につけたときに学位を授与します。 

１． 機械物理系工学の基礎知識・専門知識を修得し，工学上の問題解決のためにそれらを活用しうる能 

 力 

２．理論，実験，数値シミュレーションによる取組みを自ら計画し，結果を解析するとともに工学的に

考察し，技術者として問題を解決する能力 

３．日本語によって自分の考えを正しく伝え，相手と意思の疎通を図る能力，さらに，英語でのコミュ

ニケーションを行うための基礎能力 

４．技術者として高い倫理観を持ち，自分の仕事の社会的な意義と影響を理解する能力 

５．広い視野と社会的な良識を持ち，多様な価値観が共存しうることを踏まえ，人間・社会・環境に配

慮した視点を用いる能力 

 

【教育課程編成・実施の方針】 

機械物理系学科では，本学科の「卒業認定・学位授与の方針」で示す能力・素養を学生が身につけら

れるよう，次に掲げる方針のもと，体系的な教育課程を編成し実施します。 

１．初年次では数学，物理学，情報技術など専門学習の基礎となる科目を重点的に学びます。加えて，

人文・社会，環境，生命に関する幅広い教養科目，外国語科目を学ぶとともに，大学入門ゼミ，キャ

リア教育科目を通じて将来を見据えた学習を各自に促します 

２．学生の興味・関心に応じた複数のプログラムを用意し，各プログラムの特色ある必修科目の他，選

択科目を主体的に履修することで専門性を高めていきます 

３．実験，製図，演習，プロジェクト科目を通じて能動的な考察能力・課題解決能力を磨く教育を展開

します。さらに，最先端の技術動向に触れる機会，技術者としての高い倫理観を養成する科目を準備

しています 

４．１年間の卒業研究と卒業論文の執筆・発表を通じ，専門の知識・技術を応用して問題解決を図る総

合的な能力を養成します 

 

 

＜電気情報系学科＞ 

【卒業認定・学位授与の方針】 

電気情報系学科では，学生が本学における学修と経験を通じて次の能力を身につけたときに学位を授

与します。 

１．地球の環境と人類の幸福・福祉を考え，社会に対する責任や倫理観を自覚する知的・道徳的能力 

２．電気情報系分野の基礎知識や専門知識に基づいて総合的・系統的に思考し，新技術開発や問題解決

を行う能力 

３．自律的・主体的・継続的に学習する能力 

４．論理的な記述，発表，討議などのコミュニケーション能力 

５．多様な価値観や地域特性，文化的背景の存在を踏まえ，柔軟で視野の広いものの考え方ができる能 

 力 

 



【教育課程編成・実施の方針】 

電気情報系学科では，本学科の「卒業認定・学位授与の方針」で示す能力・素養を学生が身につけら 

れるよう，次に掲げる方針のもと，体系的な教育課程を編成し実施します。 

１．全学共通科目と合わせて電気情報系分野を中心とした教育課程を編成します． 

２．電気情報系分野の専門的な技術・知識を応用し，総合的な能力を向上させる場として卒業研究を行

います 

３．工学技術に関する倫理教育の機会，最新の技術動向や専門知識に触れる機会を提供します 

４．実験，演習など能動的に能力を磨く教育を展開します 

 

 

＜化学バイオ系学科＞ 

【卒業認定・学位授与の方針】 

化学バイオ系学科では，鳥取大学工学部の「卒業認定・学位授与の方針」を踏まえ，次の能力・素養

を身につけたことを認め，学位を授与します。 

１．化学及び生物工学の基礎学力を身につけており，それらを統合して各専門分野の最新情報を理解し

活用することができる 

２．実験技術とデータ解析技術を身につけ，実験から得た事実を論理的に考察し，様々な課題を自ら解

決できる 

３．常に学問的興味・関心を失うことなく，修得した知識や技術を社会へ還元する意欲を有している 

４．専門知識及び研究成果を，適切な言葉で筋道立てて表現できる 

５．化学や生物工学のみならず，学際分野についても高い関心と疑問を持ち，自ら課題を探究し，解決

する意欲を有している 

 

【教育課程編成・実施の方針】 

化学バイオ系学科では，本学科の「卒業認定・学位授与の方針」で示す能力・素養を学生が身につけ 

られるよう，次に掲げる方針のもと，体系的な教育課程を編成し実施します。 

１．１年次では学科共通科目として有機化学・物理化学・無機化学・分析化学・生化学などの基礎科目

を修得し，２年次から「合成化学」，「材料化学」，「グリーンケミストリー」，「バイオサイエン

ス」，「バイオテクノロジー」の各プログラムに分属してそれぞれに特色のある教育を行います 

２．学生が学修した内容を統合し，それをもって他者にはたらきかけることができるようになるために，

「応用化学ゼミナール」，「生物工学プレゼンテーション」，「卒業研究」を配置します 

３．理系企業人に求められる，科学的思考力・伝える力，倫理観，法令認識，リスク認識，自分と自分

の仕事に対する将来ビジョンと構想力，および他分野学問への関心を共に考えるために，「工学倫理」

を必修とし，最新の技術動向や専門知識に触れるために，「化学・バイオ工学特別講義Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ」を

配置します 

４．実験を行う上での基礎的な知識，技術の修得を目指し，「合成化学」，「材料化学」，「グリーン

ケミストリー」プログラムでは「応用化学実験Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ」を，「バイオサイエンス」および「バイオ

テクノロジー」プログラムでは「生物工学実験Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ」をそれぞれ必修とします 

 

 

＜社会システム土木系学科＞ 

【卒業認定・学位授与の方針】 

鳥取大学工学部社会システム土木系学科では，鳥取大学ならびに工学部の「卒業認定・学位授与の方

針」を踏まえ，次の能力・素養を身につけたことが認められた人に学位を授与します。 



１． 人類の幸福や社会の持続可能性の視点をもち，技術者としての倫理観や判断能力を身につけている 

 人 

２．基礎知識や専門知識に基づいて総合的・系統的に思考し，社会システム土木系分野に関する諸課題

を解決できる人 

３．課題や問題点を見出し，他者と協力してプロジェクトを計画・遂行する能力を身につけている人 

４．自らの考えを論理的に表現し，発表・討議できるコミュニケーション能力を身につけている人 

５．自主的・継続的に知識や技術を蓄積することができる人 

 

【教育課程編成・実施の方針】 

鳥取大学工学部社会システム土木系学科では，本学科の「卒業認定・学位授与の方針」で示す能力・ 

素養を学生が身につけられるよう，次に掲げる方針のもと，体系的な教育課程を編成し，実施します。 

１．全学共通教育と合わせて社会システム土木系分野の専門教育を中心とした教育課程を編成し，実施

します 

２．社会システム土木系分野の技術・知識を応用し，総合的な能力を向上させる場としてプロジェクト

科目や卒業研究を実施します 

３．工学技術に関する倫理教育の機会，最新の技術動向や専門知識に触れる機会を提供します 

４．実験，演習など能動的に能力を磨く教育を展開します 



４．鳥取大学工学部規則 
 

（総則） 

第１条 鳥取大学工学部（以下「本学部」という。）に関する事項は，鳥取大学学則（平成１６年鳥取

大学規則。以下「学則」という。）に定めるもののほか，この規則の定めるところによる。       

 （学科） 

第２条 本学部に，次の学科を置く。 

    機械物理系学科 

電気情報系学科 

化学バイオ系学科 

    社会システム土木系学科 

  （附属施設） 

第３条 本学部に，学則第１０条の規定に基づき，次の附属の教育施設を置く。 

    ものづくり教育実践センター 

    附属クロス情報科学研究センター 

  附属地域安全工学センター 

    附属グリーン・サスティナブル・ケミストリー研究センター 

  （学科目） 

第４条 本学部における学科目は，別表のとおりとする。 

（教育研究上の目的） 

第５条 本学部は，人類の福祉と社会の発展に資するため，主として工学の分野における学術研究と教

育を行うとともに，社会が必要とする技術を開発し，それを駆使しうる人材を養成することを目的と

し，各学科の教育研究上の目的は，次の各号に掲げるとおりとする。 

一 機械物理系学科では，社会を支える先端的ものづくりに関わる機械工学及び物理工学分野の教育

のみならず，その多様な応用科目として航空宇宙工学やロボティクスの分野にも対応可能な教育研

究を行い，機械工学の基幹技術と物理的な原理原則に関わる数学・物理のスキルでものづくりの最

先端技術を担う人材を養成することを目的とする。 

二 電気情報系学科では，高度情報社会を支える電気電子工学及び情報工学分野の双方について，ハ

ードウェア技術からソフトウェア技術までの幅広い知識と技術を教育研究するとともに，これらを

応用し多様化する情報社会の豊かな発展に寄与できる人材を養成することを目的とする。 

三 化学バイオ系学科では，化学ならびに生命科学を基盤とする幅広い知識を有した上で，原子・分

子から高次の生体まで化学とバイオの幅広い専門知識を教育研究し，化学・薬品・食品・エネルギ

ーなどの産業と環境問題の解決に貢献する材料や製品の創製に応用できる能力を身につけた人材を

養成することを目的とする。 

四 社会システム土木系学科では，国土と地域社会の計画・建設・管理に必要な社会基盤の設計・建

設から社会の仕組みに関わる幅広い専門知識と技術を教育研究し，自然と調和した安全安心で持続

可能な社会の構築に貢献できる人材を養成することを目的とする。 

（教育課程） 

第６条 学部における教育課程の授業科目，単位数及びその履修方法は，鳥取大学工学部履修規程（昭

和４０年 鳥取大学工学部規則第２号）で定める。ただし，全学共通科目については，鳥取大学全学共

通科目履修規則（平成５年鳥取大学規則第３号）の定めるところによる。 

２ 専門科目の授業は，講義，演習，実験及び実習により行う。 

 



（単位の認定及び試験） 

第７条 単位の認定及び試験について必要な事項は，鳥取大学工学部単位認定規程で定める。 

（卒業に必要な修得単位数） 

第８条 本学部の卒業に必要な修得単位数は，次の表のとおりとする。 
 

    区 分 

学 科 

全 学 共 通 科 目 
専門科目

卒業必要 

修得単位数入門科目 教養科目 外国語科目 健康スポーツ科目 小 計 

機械物理系学科 6単位 26単位以上 10単位以上 1単位以上 43単位以上 83単位以上 126単位以上

電気情報系学科 6単位 22単位以上 10単位以上 1単位以上 39単位以上 87単位以上 126単位以上

化学バイオ系学科 8単位 20単位以上 10単位以上 1単位以上 39単位以上 87単位以上 126単位以上

社会ｼｽﾃﾑ土木系学科 6単位 21単位以上 10単位以上 1単位以上 38単位以上 88単位以上 126単位以上

 

（卒業論文） 

第９条 学生は，最終年次において卒業論文を提出しなければならない。 

（転学科） 

第１０条 本学部の学生で，転学科を志願する者があるときは，教授会の議を経て，許可することがあ

る。 

（その他） 

第１１条  学則，学生守則（平成７年鳥取大学規則第２６号）及びこの規則に定めるもののほか，本学

部で必要な事項は，教授会の議を経て，学部長が定める。 

 

附  則（平成元年５月２９日から平成３０年４月１日までの施行の附則は省略） 

附  則 

１ この規則は，平成３１年４月１日から施行する。 

２ 平成３１年３月３１日以前の入学者については，この規則による改正後の第８条の規定にかかわら

ず，なお従前の例による。 

 

別  表 

 鳥取大学工学部学科目表 
 

 

学 科 名 学 科 目 名 

機械物理系学科 機械物理系学 

電気情報系学科 電気情報系学 

化学バイオ系学科 化学バイオ系学 

社会システム土木系学科 社会システム土木系学 

 



５．鳥取大学工学部履修規程     
 

第１条 学生は，４年以上在学し，全学共通科目及び専門科目についてそれぞれ履修し，鳥取大学

工学部規則に定める本学部の卒業に必要な修得単位数を修得しなければならない。 

第２条  全学共通科目の授業科目，単位数及び履修方法は，鳥取大学全学共通科目履修規則の定め

るところによる。ただし，当該学科の定めるところにより，全学共通科目を専門科目の単位をも

って充当することができる。 

第３条  専門科目の授業科目，単位数及び履修方法は，別表のとおりとする。 

２  卒業研究は，各学科で定める条件を満たした者について，最終年次に行うものとする。 

３  各学科の専門科目教育課程表以外の授業科目は，当該学科の定めるところにより，学科長の許

可を得て履修することができる。 

第４条  学生は毎学期所定の期日までに，別表に基づき履修しようとする授業科目を登録しなけれ

ばならない。 

２ 学生が，１年間に履修登録することができる単位数の上限は，原則として４０単位とする。 

 

                                         

      附 則（昭和４０年４月１日から平成３０年４月１日までの施行の附則は省略） 

      附  則         

１  この規程は，平成３１年４月１日から施行する。 

２  平成３１年３月３１日以前の入学者については，この規程による改正後の規定にかかわらず，

なお従前の例による。 

 

 

別  表 

 

      専門科目教育課程表 
 

 注１  ◇印の授業科目の単位の認定は，合否をもって判定する。 

   ２  授業科目の頭の数字は，改正年を西暦の下２桁で示す。 

   ３  各学科とも授業科目及び履修年次については，若干変更することがある。 

  ４ 教職科目欄は以下のとおりである。詳細については，「教育職員免許状取得のための手引」

を参照のこと。 

     数：数学の教科に関する科目に指定。（ ）内は，各科目区分を示す。 

理：理科の教科に関する科目に指定。（ ）内は，各科目区分を示す。 

情：情報の教科に関する科目に指定。A～G は，各科目区分を示す。 

     工：工業の教科に関する科目に指定。 

  ５ 担当教員欄括弧内は，工学部以外の教員の所属を示す。 

【地】地域学部，【農】農学部，【研】研究推進機構，【教育セ】教育センター，【事】理事 

 



機械物理系学科

担当教員 教職科目

前 後 前 後 前 後 前 後

19 工業数学 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2  星　健夫 数（解）

19 常微分方程式Ⅰ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2  大信田　丈志 数（解）

19 常微分方程式Ⅱ △ △ △ ◎ 2 2  榊原　寛史 数（解）

19 物理数学Ⅰ △ ◎ ○ ◎ 2 2 小谷　岳生 数（解）

19 物理数学Ⅱ ◎ △ ◎ ◎ 2 2 松岡　広成 数（解）

19 ベクトル解析 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2 田村　篤敬 数（幾）

19 フーリエ解析 △ ◎ ◎ ◎ 2 2 後藤　知伸 数（解）

19 複素関数論 △ ◎ ◎ ◎ 2 2 加藤　由紀 数（解）

19 力学系入門 △ △ ○ ○ 2 2 古川　勝 数（解）

19 確率統計学 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2 【教育セ】井上　順子 数（確）

19 プログラミング基礎 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2
中井　唱
中谷　真太朗

工

19 数値計算 △ △ △ ◎ 2 2 中井　唱 数（コン）

19 数値解析学 △ △ △ ◎ 2 2 土井　俊行 数（コン）

19 物理シミュレーション △ △ △ ○ 2 2 加藤　由紀

19 力学 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2 岩佐　貴史 工

19 材料力学Ⅰ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2 小畑　良洋 工

19 材料力学Ⅱ ◎ ○ △ △ 2 2 小畑　良洋 工

19 材料力学演習 △ △ △ △ 1 2 小野　勇一 工

19 構造力学 △ ◎ ○ △ 2 2 岩佐　貴史 工

19 流体力学基礎 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2 松野　隆 工

19 粘性流体力学 △ ◎ △ ◎ 2 2 川添　博光　他 工

19 圧縮性流体力学 △ ◎ △ ○ 2 2 川添　博光 工

19 数値流体力学 △ ○ △ △ 2 2 酒井　武治 工

19 統計力学 △ △ △ ◎ 2 2 石井　晃

19 量子物質科学Ⅰ △ △ △ ◎ 2 2 星　健夫

19 量子物質科学Ⅱ △ △ △ ◎ 2 2 小谷　岳生

19 確率過程 △ △ △ ○ 2 2  石井　晃 数（確）

19 機械工作実習 ◎ △ ◎ △ 1 3 佐藤　昌彦 工

19 機械設計製図基礎 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2 小野　勇一　他 工

19 機械設計製図Ⅰ ◎ △ ◎ △ 1 3 音田　哲彦　他 工

19 機械設計製図Ⅱ ◎ ◎ ◎ △ 1 3 佐藤　昌彦　他 工

19 機械物理系実験Ⅰ ◎ ◎ ◎ ◎ 1 3 音田　哲彦　他 工

19 機械物理系実験Ⅱ ◎ ◎ ◎ ◎ 1 3 岩佐　貴史　他 工

19 機構学 ◎ △ ◎ △ 2 2 小野　勇一 工

19 機械加工学 ○ △ △ △ 2 2 佐藤　昌彦 工

19 機械設計学Ⅰ ◎ △ ◎ △ 2 2 小野　勇一 工

19 機械設計学Ⅱ ○ △ ○ △ 2 2 小野　勇一 工

19 機械製作法 ◎ △ △ △ 2 2 佐藤　昌彦 工

19 生産システム工学 △ △ △ △ 2 2 佐藤　昌彦 工

19 電磁気学 △ △ △ ◎ 2  2 古川　勝

19 電気電子工学概論 △ ◎ ◎ △ 2 2 中川　匡夫 工

振動波動 19 振動工学 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2 小出　隆夫 工

19 熱力学 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2 小谷　岳生 工

19 伝熱工学 ◎ ◎ △ △ 2 2 小田　哲也　他 工

19 エネルギー変換工学 ◎ ◎ △ △ 2 2 酒井　武治 工  

19 熱機関学 ○ ○ △ ○ 2 2 小田　哲也 工

19 航空宇宙工学概論 △ ○ △ △ 2 2 川添　博光　他 工  

19 航空機力学 △ ◎ △ △ 2 2 西　遼佑 工

19 推進工学 △ ◎ △ △ 2 2 酒井　武治 工  

19 材料科学Ⅰ ◎ ◎ ◎ ○ 2 2 陳　中春 工

19 材料科学Ⅱ ◎ △ △ △ 2 2 陳　中春 工

19 材料強度学 ○ ○ ○ △ 2 2 音田　哲彦 工

19 塑性加工 ○ △ △ △ 2 2 陳　中春 工

19 物性物理学 △ △ △ ◎ 2 2 石井　晃

19 制御工学Ⅰ ◎ ◎ ◎ △ 2 2 西田　信一郎 工

19 制御工学Ⅱ △ ◎ ◎ △ 2 2 中谷　真太朗 工

19 計測工学 ◎ △ ◎ △ 2 2 西田　信一郎 工

19 システム工学 △ △ △ △ 2 2 小出　隆夫 工

19 ロボット工学 △ △ ◎ △ 2 2 西田　信一郎 工

19 画像情報処理 △ △ △ △ 2 2 三柴　数

19 人工知能 △ △ △ △ 2 2 吉村　和之

19 パターン認識論 △ △ △ △ 2 2 木村　周平

週授業時間数

備考
機
械
工
学

航
空
宇
宙
工
学

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

物
理
工
学

1年 2年 3年 4年

プログラム別

単
位
数

数学

力学・材料力
学

流体力学

統計・量子力
学

機械設計・加
工・実験

電磁気学

熱エネルギー

計算科学

分野 授業科目

航空宇宙

材料・物性

制御工学

ロボット



担当教員 教職科目

前 後 前 後 前 後 前 後

週授業時間数

備考
機
械
工
学

航
空
宇
宙
工
学

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

物
理
工
学

1年 2年 3年 4年

プログラム別

単
位
数

分野 授業科目

19 実践プロジェクトⅠ ○ ○ ○ ○ 2 4 三浦　政司　他 工

19 実践プロジェクトⅡ ○ ○ ○ ○ 2 4 三浦　政司　他 工　　

◇ 19 機械物理系特別講義Ⅰ △ △ △ △ 1 1 非常勤講師

◇ 19 機械物理系特別講義Ⅱ △ △ △ △ 1 1 非常勤講師

◇ 19 機械物理系特別講義Ⅲ △ △ △ △ 1 1 非常勤講師

◇ 19 機械物理系特別講義Ⅳ △ △ △ △ 1 1 非常勤講師

卒業研究 ◇ 19 卒業研究 ◎ ◎ ◎ ◎ 10 各教員

19 技術者倫理 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2 非常勤講師 工

19 技術英語 ○ ○ ○ ○ 2 2 本宮　潤一　他 工

19 実験計画法 △ △ △ △ 2 2 小出　隆夫 工  

◇ 19 学外実習（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ） △ △ △ △ 1 各教員 原則休業中 

19 国際実践科目Ⅰ 1 各教員

19 国際実践科目Ⅱ 2 各教員

◆以下の科目は，卒業に必要な単位に含めない。

1 【地】鈴木　慎一朗 ３～４年次に実施

4 学務委員長 　　　　　〃

2 学務委員長 ４年次に実施

2 2 非常勤講師 工

2 2 非常勤講師 工

2 6 藪田　義人　他 工

2 2 非常勤講師 工（指導）

2 2 非常勤講師 工（指導）

2 2 【地】溝口　達也 数（指導）
2 2 【地】溝口　達也 数（指導）
2 2 【地】矢部　敏昭 数（指導）
2 2 【地】矢部　敏昭 数（指導）

（１）◎は必修，○は選択Ⅰ（特に受講を推奨する選択科目），△は選択Ⅱを表す。

（２）必修と選択Ⅰ・Ⅱを合わせて８３単位以上修得すること。

　①機械工学・ロボティクスプログラムの学生は，必修を６１単位，選択Ⅰを６単位以上，選択Ⅰ及び選択Ⅱを合わせて２２単位以上修得すること。

　②航空宇宙工学プログラムの学生は，必修を６５単位，選択Ⅰを６単位以上，選択Ⅰ及び選択Ⅱを合わせて１８単位以上修得すること。

　③物理工学プログラムの学生は，必修を６２単位，選択Ⅰを６単位以上，選択Ⅰ及び選択Ⅱを合わせて２１単位以上修得すること。

（３）学科長の許可を得て，６単位以内は学部共通科目，もしくは本表以外（全学共通科目を除く）の科目を履修し，修得した単位を選択の単位として充当することを

   認める。

（４）２年次のプログラム選択には，次の条件を満たしていなければならない。

　　 １年次終了時までに，基礎１３科目（基幹科目の必修７科目「微分積分学Ⅰ・Ⅱ，線形代数Ⅰ・Ⅱ，基礎物理学Ⅰ・Ⅱ，物理学実験演習」及び１年次の専門科目

（５）（４）の条件を満たさない者は，２年次以上の専門科目を履修できない。

（６）３年次の専門科目履修には，次の２つの条件を満たしていなければならない。

　①（４）に記載の基礎１３科目のうち，１２科目以上の単位を修得すること。

　②２年次の専門科目のうち，８科目以上の単位を修得すること。

（７）担当教員は変更となる場合もあるので，その都度掲示される時間割表を参照すること。

特別講義

その他

学部共通科目

工業概論

電気情報系実験Ⅰ

教職関係科目

教育実習指導（中等）

中等教育実習Ⅰ

数学学習指導分析Ⅱ

　 ６科目「工業数学，常微分方程式Ⅰ，確率統計学，プログラミング基礎，力学，機械設計製図基礎」）のうち，８科目以上の単位を修得すること。

実践教育

工業科教育法Ⅱ

工業科教育法Ⅰ

教職関係科目
（工業）

教職関係科目
（数学）

数学学習指導設計Ⅰ

数学学習指導設計Ⅱ

数学学習指導分析Ⅰ

中等教育実習Ⅱ

職業指導



電気情報系学科

担当教員

前 後 前 後 前 後 前 後

19 数学基礎（複素数，集合と論理） ◎ ◎ ◎ 2 2
吉村　和之
大観　光徳

工

19 ベクトル解析 ○ ○ ○ 2 2 李　相錫 工

19 確率・統計 ○ ◎ ◎ 2 2 伊藤　良生 工

19 離散数学 ○ ◎ ○ 2 2 吉村　和之 情B

19 微分方程式 ○ ○ ○ 2 2
横田　孝義
李　相錫

工

19 複素関数論 ○ ○ ○ 2 2 中川　匡夫 工

19 フーリエ解析 ○ ○ ○ 2 2 岩井　儀雄 工

19 数学演習 ○ ○ ○ 1 2 岩井　儀雄　他 工

19 電磁気学Ⅰ（静電磁気・電流） ◎ △ ○ 2 2 市野　邦男 工

19 電磁気学演習Ⅰ ◎ △ ○ 1 2 市野　邦男 工

19 電磁気学Ⅱ（電磁誘導・電磁場） ◎ △ ○ 2 2 大観　光徳 工

19 電磁気学演習Ⅱ ◎ △ ○ 1 2 大観　光徳 工

19 熱力学 ○ △ △ 2 2 市野　邦男 工

19 統計力学 ○ △ △ 2 2 阿部　友紀 工

19 量子力学 ○ △ △ 2 2 阿部　友紀 工

19 固体電子論 ○ △ △ 2 2 大観　光徳 工

19 半導体Ⅰ（基礎） ○ △ △ 2 2 松永　忠雄 工

19 半導体Ⅱ（デバイス応用） ○ △ △ 2 2 阿部　友紀 工

19 電気電子材料 ○ △ △ 2 2 赤岩　和明 工

19 論理回路 ◎ ◎ ◎ 2 2 菅原　一孔 情B

19 電気回路Ⅰ（回路の諸定理） ◎ ○ ◎ 2 2 近藤　克哉 工

19 電気回路演習Ⅰ ◎ ○ ◎ 1 2 伊藤　良生 工

19 電子回路基礎 ◎ ○ ○ 2 2 中西　功 情B

19 電子回路基礎演習 ◎ ○ ○ 1 2 中西　功 情B

19 電気回路Ⅱ（交流回路） ◎ ○ ○ 2 2 近藤　克哉 工

19 電気回路演習Ⅱ ◎ ○ ○ 1 2 三柴　数 工

19 電子回路応用 ○ ○ ○ 2 2 中川　匡夫 工

19 電気回路Ⅲ（３相交流・分布定数） ○ ○ ○ 2 2 中川　匡夫 工

19 電気電子計測 ○ △ ○ 2 2 中西　功 工

19 電気機器（回転機と静止器） ○ △ △ 2 2 西村　亮 工

19 電力Ⅰ（発変電） ○ △ △ 2 2 西村　亮 工

19 パワーエレクトロニクス ○ △ △ 2 2 西村　亮 工

19 電力Ⅱ（送配電） ○ △ △ 2 2 近藤　克哉 工

19 電気応用 ○ △ △ 2 2 藤村　喜久郎 工

19 制御工学Ⅰ（基礎） ○ ○ ◎ 2 2 櫛田　大輔 工

19 制御工学Ⅱ（古典制御） ○ ○ ○ 2 2 近藤　克哉 工

19 制御工学Ⅲ（現代制御） △ ○ ○ 2 2 三柴　数 工

19 ロボット制御工学 △ ○ ○ 2 2 横田　孝義　他 工

19 プログラミングⅠ ◎ ◎ ◎ 2 2 高橋　健一 情B

19 プログラミング演習Ⅰ ◎ ◎ ◎ 1 2
竹森　史暁
藪田　義人

情B

19 プログラミングⅡ ◎ ◎ ◎ 2 2 高橋　健一 情E

19 プログラミング演習Ⅱ ◎ ◎ ◎ 1 2 櫛田　大輔　他 情E

19 データ構造とアルゴリズムⅠ △ ◎ ◎ 2 2 川村　尚生 情B

19 プログラミング演習Ⅲ △ ◎ ◎ 1 2
笹間　俊彦
徳久　雅人

情C

19 データ構造とアルゴリズムⅡ △ ◎ ○ 2 2 川村　尚生 情B

19 プログラミング演習Ⅳ △ ◎ ○ 1 2 西山　正志　他 情D

19 計算機構成論Ⅰ △ ◎ ○ 2 2 菅原　一孔 情B

19 計算機構成論Ⅱ △ ○ ○ 2 2 横田　孝義 情B

19 組込みシステム基礎 △ ○ ○ 2 2 菅原　一孔　他 情C

19 ソフトウェア工学 △ ◎ ○ 2 2 徳久　雅人 情C

19 オペレーティングシステム △ ○ ○ 2 2 川村　尚生 情D

19 情報ネットワーク △ ○ ○ 2 2 村上　仁一 情D

19 並列・分散プログラミング △ ○ △ 2 2 西山　正志 情D

19 形式言語とオートマトン △ ○ △ 2 2 村田　真樹 情B

19 言語とコンパイラ △ ○ △ 2 2 村田　真樹 情B

19 データベースと情報検索 △ ○ △ 2 2 村田　真樹 情C

19 人工知能 △ ○ △ 2 2 吉村　和之 情B

19 パターン認識論 △ ○ ○ 2 2 木村　周平 情E

19 ヒューマンコンピュータインタラクション △ ○ ○ 2 2 清水　忠昭 情E

教職科
目

備考1年 2年 3年 4年
単
位
数

週授業時間数

数学

電磁気

計算機

知識処理

授業科目分野

プログラム別

電
気
電
子
工
学

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス

電
子
情
報
制
御
シ
ス
テ
ム

電子デバイス

回路

電力

制御

プログラミング



担当教員

前 後 前 後 前 後 前 後

教職科
目

備考1年 2年 3年 4年
単
位
数

週授業時間数

授業科目分野

プログラム別

電
気
電
子
工
学

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス

電
子
情
報
制
御
シ
ス
テ
ム

19 数値計算法 △ ○ ◎ 2 2 木村　周平 工

19 数理計画法 △ ○ △ 2 2 岩井　儀雄 工

19 情報理論 △ ◎ ○ 2 2 村田　真樹 情D

19 信号処理工学 △ ○ ○ 2 2 吉村　和之 情D

19 画像情報処理 △ ○ ○ 2 2 三柴　数 情E

19 情報通信工学 △ ○ ○ 2 2 笹岡　直人 工

19 技術英語Ⅰ ◎ ◎ ◎ 1 2 大木　誠　他 工

19 技術英語Ⅱ ◎ ◎ ◎ 1 2 笹岡　直人　他 工

19 工学倫理 ◎ ◎ ◎ 2 2 非常勤講師 工

19 高電圧工学 ○ △ △ 1 1 1 非常勤講師 工 隔年開講

19 電気法規及び電力施設管理 ○ △ △ 1 1 1 非常勤講師 工 隔年開講

19 電気電子設計製図 ○ ○ ○ 2 4 大木　誠 工

19 機械設計製図基礎 ○ ○ ○ 2 2 小野　勇一　他 工

◇ 19 学外実習（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ） ○ ○ ○ 1 各教員 ３年次夏季休業中

19 電気情報系総論 ◎ ◎ ◎ 2 2 各教員

19 機械概論 ○ ○ ○ 2 2 小畑　良洋 工

19 電気情報系実験Ⅰ ◎ ◎ ◎ 2 6 藪田　義人　他 工

19 電気情報系実験Ⅱ ◎ ◎ ◎ 2 6 中西　功　他 工

19 電気情報系実験Ⅲ ◎ ◎ ◎ 2 6 市野　邦男　他 工

19 電力工学実験 ○ ○ ○ 2 6 西村　亮　他 工

◇ 19 電気情報系特別講義Ⅰ ○ ○ ○ 1 1 1 非常勤講師 工 隔年開講

◇ 19 電気情報系特別講義Ⅱ ○ ○ ○ 1 1 1 非常勤講師 工 隔年開講

◇ 19 電気情報系特別講義Ⅲ ○ ○ ○ 1 1 1 非常勤講師 情A 隔年開講

◇ 19 電気情報系特別講義Ⅳ ○ ○ ○ 1 1 1 非常勤講師 情F 隔年開講

卒業研究 ◇ 19 卒業研究 ◎ ◎ ◎ 10 各教員

19 国際実践科目Ⅰ 1 各教員
19 国際実践科目Ⅱ 2 各教員

◆以下の科目は，卒業に必要な単位に含めない

2 4 三浦　政司

2 2 非常勤講師 工

教職関係科目 2 2 非常勤講師 工

（工業） 2 2 非常勤講師 工（指導）

2 2 非常勤講師 工（指導）

2 2 非常勤講師 情G

2 2 非常勤講師 情G

教職関係科目 1 1 非常勤講師 情A

（情報） 1 1 有井　士郎　他 情F

1 【地】鈴木　慎一朗 ４年次に実施

2 学務委員長 　　〃

（１）◎は必修，○は選択Ⅰ（受講を勧める選択科目），△は選択Ⅱ（その他の選択科目）を表す。ただし，選択科目は定員などにより受講者を制限する場合が

　ある。その際は，△のプログラムの学生より〇のプログラムの学生を優先する。

（２）必修と選択Ⅰ・Ⅱを合わせて８７単位以上修得すること。

　①電気電子工学プログラムの学生は，必修を４７単位，選択Ⅰを３０単位以上，選択Ⅰ及び選択Ⅱを合わせて４０単位以上修得すること。

　②コンピュータサイエンスプログラムの学生は，必修を４８単位，選択Ⅰを２９単位以上，選択Ⅰ及び選択Ⅱを合わせて３９単位以上修得すること。

　③電子情報制御システムプログラムの学生は，必修を４４単位，選択Ⅰを３３単位以上，選択Ⅰ及び選択Ⅱを合わせて４３単位以上修得すること。

（３）学科長の許可を得て，６単位以内は学部共通科目，もしくは本表以外の科目（全学共通科目を除く）を履修し，修得した単位を選択Ⅱの単位として充当す

　ることを認める。

（４）２年次のプログラム選択には，次の条件を満たしていなければならない。

　　 １年次終了時までに，全学共通科目と専門科目を合わせて２０単位以上修得すること。

（５）（４）の条件を満たさない者は，２年次以上の専門科目を履修できない。

（６）担当教員は変更となる場合もあるので，その都度掲示される時間割表を参照すること。

ものづくり実践プロジェクト

職業指導

工業概論

概論

実験

特別講義

学部共通科目

通信・信号処
理

語学

キャリア

数値計算

情報と職業

教育実習指導（中等）

中等教育実習Ⅱ

工業科教育法Ⅰ

工業科教育法Ⅱ

情報教育法Ⅰ

情報教育法Ⅱ

情報化社会



化学バイオ系学科

担当教員 教職科目

前 後 前 後 前 後 前 後

19 有機化学Ⅰ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2
斎本　博之
非常勤講師

理（化）

19 有機化学Ⅱ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2
非常勤講師
松浦　和則

理（化）

19 理論有機化学 ◎ ○ ○ ○ ○ 2 2
松浦　和則
木瀬　直樹

工

19 工業有機化学Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2
野上　敏材
伊福　伸介

工

19 工業有機化学Ⅱ ○ ○ ○ △ △ 2 2 斎本　博之 工

19 合成有機化学 ○ △ ○ △ △ 2 2 野上　敏材 工

19 超分子化学 ○ ○ ○ △ △ 2 2 松浦　和則 工

19 高分子化学 ◎ ○ ○ ○ ○ 2 2 伊福　伸介 工

19 有機材料化学 ○ ○ △ △ △ 2 2 【研】森本　稔 工

19 生物有機化学 ○ △ ○ ◎ ○ 2 2 櫻井　敏彦 理（化）

19 生化学Ⅰ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2 溝端　知宏 理（生）

19 生化学Ⅱ ○ ○ ◎ ◎ ◎ 2 2 溝端　知宏 工

19 生命分子科学 ○ △ ○ ◎ ◎ 2 2 【事】河田　康志 工

19 酵素化学 ○ △ ○ ◎ ◎ 2 2 櫻井　敏彦 工

19 蛋白質工学 ○ △ ○ ◎ ○ 2 2 八木　寿梓 工

19 分子生物学 △ △ △ ◎ ◎ 2 2 岡本　賢治 理（生）

19 微生物学 △ ○ ○ ◎ ◎ 2 2 大城　隆 理（生）

19 生物化学量論 △ △ △ ◎ ◎ 2 2 非常勤講師 工

19 物理学概論Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2 松岡　広成 理（物）

19 物理学概論Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2 大信田　丈志 理（物）

19 化学数学 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2 日野　智也 工

19 物理化学Ⅰ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2 片田　直伸 理（化）

19 物理化学Ⅱ ○ ◎ ○ ○ ○ 2 2
片田　直伸
永野　真吾

理（化）

19 物理化学Ⅲ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2
辻　悦司
日野　智也

工

19 基礎量子化学 ○ ○ ○ ○ △ 2 2 早瀬　修一 工

19 構造物理化学 ○ ○ ○ ○ ○ 2 2 南条　真佐人 工

19 電気化学 ○ ○ ○ △ △ 2 2 坂口　裕樹 工

19 触媒化学 ○ ○ ○ △ △ 2 2 片田　直伸 工

19 構造生物学 △ ○ △ ○ ○ 2 2 永野　真吾 理（化）

19 無機化学Ⅰ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2 坂口　裕樹　他 理（化）

19 無機化学Ⅱ ○ ◎ ○ ○ △ 2 2 辻　悦司 理（化）

19 無機化学Ⅲ ○ ○ ○ △ △ 2 2 増井　敏行 工

19 無機材料化学 △ ○ ○ △ △ 2 2 坂口　裕樹 工

19 工業無機化学Ⅰ ○ ○ ○ △ △ 2 2 増井　敏行 工

19 工業無機化学Ⅱ △ ○ ○ △ △ 2 2 薄井　洋行 工

19 分析化学Ⅰ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2 増井　敏行 理（化）

19 分析化学Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2 斎本　博之 理（化）

19 機器分析Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2 薄井　洋行 工

19 機器分析Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2 菅沼　学史 工

19 化学数学演習 ◎ ◎ ◎ ○ △ 1 2 井澤　浩則　他 工

19 物理化学演習 ◎ ◎ ◎ △ △ 1 2 道見　康弘 理（化）

19 有機化学演習 ◎ ◎ ◎ △ △ 1 2 井澤　浩則　他 理（化）

19 無機化学演習 ◎ ◎ ◎ △ △ 1 2 辻　悦司　他 理（化）

19 応用化学ゼミナール ◎ ◎ ◎ △ △ 1 2 化学系各教員 工

19 グリーンケミストリー ○ ○ ◎ ○ ○ 2 2 菅沼　学史　他 工

19 応用微生物学 △ △ ○ ○ ◎ 2 2 大城　隆

19 遺伝子工学 ○ △ ○ ○ ○ 2 2 鈴木　宏和 工

19 酵素工学 △ △ ○ ○ ○ 2 2 岡本　賢治 工

19 環境微生物工学 △ △ ○ ○ ○ 2 2 鈴木　宏和 理（化）

19 食品微生物工学 △ △ ○ ○ ◎ 2 2 岡本　賢治

19 バイオレメディエーション △ △ △ ○ ○ 2 2 原田　尚志 工

19 バイオインフォマティクス △ △ △ ○ ○ 2 2 八木　寿梓

19 生化学実験計画法 △ △ △ ○ ○ 2 2 本郷　邦広 工

19 生物工学プレゼンテーション △ △ △ ○ ○ 2 2 バイオ系各教員 工

19 工学倫理 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2 非常勤講師

19 リスクマネジメント ○ ○ ○ ○ ○ 2 2 非常勤講師 工

備考

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

4年

有機化学

材
料
化
学

グ
リ
ー

ン
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー

プログラム別

単
位
数

週授業時間数

1年 3年

応用化学

生物工学

工学・数学・
倫理

無機化学

分析化学

物理化学

2年分野 授業科目
合
成
化
学

生物科学



担当教員 教職科目

前 後 前 後 前 後 前 後

備考

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

4年
材
料
化
学

グ
リ
ー

ン
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー

プログラム別

単
位
数

週授業時間数

1年 3年2年分野 授業科目
合
成
化
学

19 化学英語演習 ○ ○ ○ △ △ 1 2 化学系各教員

19 生物工学基礎英語 △ △ △ ○ ○ 2 2 非常勤講師

19 生物工学英語 △ △ △ ○ ○ 2 2 バイオ系全教授

◇ 19 化学・バイオ工学特別講義Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ 1 1 片田　直伸

◇ 19 化学・バイオ工学特別講義Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ 1 1 非常勤講師

◇ 19 化学・バイオ工学特別講義Ⅲ ○ ○ ○ ○ ○ 1 1 非常勤講師

19 応用化学実験Ⅰ ◎ ◎ ◎ △ △ 2 6 増井　敏行　他 理（化実）

19 応用化学実験Ⅱ ◎ ◎ ◎ △ △ 2 6 増井　敏行　他 理（化実）

19 応用化学実験Ⅲ ◎ ◎ ◎ △ △ 2 6 増井　敏行　他 理（化実）

19 生物工学実験Ⅰ △ △ △ ◎ ◎ 2 6 櫻井　敏彦　他 理（生実）

19 生物工学実験Ⅱ △ △ △ ◎ ◎ 2 6 溝端　知宏　他 理（生実）

19 生物工学実験Ⅲ △ △ △ ◎ ◎ 2 6 日野　智也　他 理（生実）

◇ 19 ものづくり実践プロジェクト ○ ○ ○ ○ ○ 2 4 三浦　政司

卒業研究 ◇ 19 卒業研究 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 10 各教員

学外実習 ◇ 19 学外実習(インターンシップ) ○ ○ ○ ○ ○ 1 各教員 ３年次夏季休業中

19 国際実践科目Ⅰ 1 各教員

19 国際実践科目Ⅱ 2 各教員

2 2 非常勤講師 工

2 2 非常勤講師 工

2 2 非常勤講師 工（指導）

2 2 非常勤講師 工（指導）

2 2 【地】泉　直志 理（指導）

2 2 非常勤講師 理（指導）

2 2 非常勤講師 理（指導）

2 2 【地】泉　直志 理（指導）

1 【地】鈴木　慎一朗 ３～４年次に実施 

4 学務委員長 　　　　　〃

2 学務委員長 ４年次に実施 
2 2 香川　敬生 理（地）
2 2 塩崎　一郎 理（地）

（１）◎は必修，○及び△は選択（○はカリキュラムマップに記載されており，受講を積極的に勧める科目。△はカリキュラムマップに記載されておらず，受講者数を制

　限する場合，必修または選択○となっているプログラムの学生が優先される科目）を表す。

（２）必修と選択を合わせて８７単位以上修得すること。

　①合成化学・材料化学・グリーンケミストリープログラムの学生は，必修を４１単位，選択を４６単位以上修得すること。

　②バイオサイエンス・バイオテクノロジープログラムの学生は，必修を４８単位、選択を３９単位以上修得すること。

（３）学科長の許可を得て，６単位以内は学部共通科目，もしくは本表以外の科目（全学共通科目を除く）を履修し，修得した単位を選択の単位として充当することを

　認める。

（４）２年次のプログラム選択には，次の条件を満たしていなければならない。

　　 １年次終了時までに，全学共通科目と専門科目を合わせて２０単位以上修得すること。

（５）（４）の条件を満たさない者は，２年次以上の専門科目を履修できない。

（６）担当教員は変更となる場合もあるので，その都度掲示される時間割表を参照すること。

教職関係科
目（工業）

教職関係科
目（理科）

土木地質学
地球環境情報工学

職業指導

工業概論

工業科教育法Ⅰ

工業科教育法Ⅱ

科学学習指導分析Ⅰ

科学学習指導分析Ⅱ

科学学習指導設計Ⅰ

科学学習指導設計Ⅱ

教育実習指導（中等）

中等教育実習Ⅰ

中等教育実習Ⅱ

◆以下の科目は，卒業に必要な単位に含めない。

英語

特別講義

実験演習

学部共通科
目



社会システム土木系学科

担当教員
教職科

目

前 後 前 後 前 後 前 後

15 常微分方程式 ◎ ◎ 2 2 増田　貴則　他 工

15 数学総合演習 ◎ ◎ 1 2 星川　淑子　他 工

15 計算機システム演習 ◎ ◎ 1 2 高部　祐剛　他 工

15 数値解析 ◎ ◎ 2 2 大平　悠季　他 工

15 確率統計基礎 ◎ ◎ 2 2 森山　卓　他 工

15 統計学 ◎ ◎ 2 2 桑野　将司 工

15 現象解析基礎 ◎ ◎ 2 2 福山　敬 工

15 技術者倫理 ◎ ◎ 2 2 吉野　公　他 工

15 土木・社会経営プロジェクト ◎ ◎ 2 2 金　洙列　他 工

◇ 15 卒業研究 ◎ ◎ 10 各教員 　

◇ 15 短期学外実習（インターンシップ） △ △ 1 各教員 原則３年次夏季休業中

15 景観工学 △ △ 2 【2】 『2』 浅井　秀子 工

15 応用測量学 △ △ 2 【2】 『2』 野口　竜也　他 工

15 上下水道・水質管理 △ △ 2 『2』 【2】 高部　祐剛 工

15 地震工学 △ △ 2 2 香川　敬生　他 工

15 河川工学 △ △ 2 2 檜谷　治 工

15 地球環境情報工学 △ △ 2 2 塩崎　一郎

15 都市・地域計画学 △ △ 2 『2』 【2】 福山　敬 工

15 確率統計モデリング ◎ ▲ 2 2 小柳　淳二 工

15 行動モデリング ◎ ▲ 2 2 谷本　圭志 工

15 プロジェクトマネジメント ◎ ▲ 2 2 伊藤　弘道 工

15 応用数学 ◎ ▲ 2 2 金　洙列 工

15 数理計画法 ◎ ▲ 2 2 小柳　淳二 工

15 品質管理工学Ⅰ ◎ ▲ 2 2 非常勤講師 工

15 ミクロ経済学 ◎ ▲ 2 2 福山　敬 工

15 リスクマネジメント ◎ ▲ 2 2 星川　淑子 工

15 経営工学概論 ◎ ▲ 2 2 土屋　哲 工

15 財務・会計学 ◎ ▲ 2 2 小柳　淳二　他

15 社会調査プロジェクトⅠ ◎ ▲ 2 2 桑野　将司 工

15 社会調査プロジェクトⅡ ◎ ▲ 2 2 大平　悠季 工

15 プログラミング演習Ⅰ ◎ ▲ 1 2 南野　友香　他 工

15 プログラミング演習Ⅱ ◎ ▲ 1 2 高部　祐剛 工

15 数理計画法演習 ◎ ▲ 1 2 小柳　淳二 工

15 ミクロ経済学演習 ◎ ▲ 1 2 大平　悠季

15 リスクマネジメント演習 ◎ ▲ 1 2 金　洙列 工

15 基礎水理学 ○ ▲ 2 2 太田　隆夫 工

15 公共政策論Ⅰ ○ ▲ 2 2 谷本　圭志 工

15 公共政策論Ⅱ ○ ▲ 2 2 土屋　哲 工

15 循環型社会論 ○ ▲ 2 2 星川　淑子 工

15 応用システム工学実験 ○ ▲ 1 3 長曽我部まどか　他 工

15 環境計画学 ○ ▲ 2 2 増田　貴則 工

15 建設工学 ○ ▲ 2 2 太田　隆夫　他 工

15 防災管理工学 ○ ▲ 2 2 太田　隆夫 工

15 ものづくり実践プロジェクト ○ ▲ 2 4 三浦　政司　他

15 空間情報工学 ○ ▲ 2 2 増田　貴則　他 工

15 交通計画学 ○ ▲ 2 2 桑野　将司 工

15 社会基盤設計 ○ ▲ 2 2 黒田　保 工

15 防災基盤計画 ○ ▲ 2 2 太田　隆夫 工

15 環境計量・調査実習 ○ ▲ 1 3 増田　貴則　他 工

15 情報数理 ○ ▲ 2 2 長曽我部　まどか 工

15 確率システム工学 ○ ▲ 2 2 小柳　淳二 工

15 オペレーションズ・リサーチⅠ ○ ▲ 2 2 伊藤　弘道 工

15 ゲーム理論 ○ ▲ 2 2 谷本　圭志 工

15 確率システム工学演習 ○ ▲ 1 2 小柳　淳二　他 工

15 ソフトウェア工学 ○ ▲ 2 2 南野　友香 工

15 応用数値解析 ○ ▲ 2 2 増田　貴則 工

15 オペレーションズ・リサーチⅡ ○ ▲ 2 2 伊藤　弘道 工

15 品質管理工学Ⅱ ○ ▲ 2 2 非常勤講師 工

15 固体力学基礎 ▲ ◎ 2 2 西村　強 工

15 流体力学基礎 ▲ ◎ 2 2 檜谷　治 工

15 測量学 ▲ ◎ 2 2 梶川　勇樹　他 工

15 測量学演習 ▲ ◎ 2 4 梶川　勇樹　他 工

15 構造力学Ⅰ及び演習 ▲ ◎ 3 4 谷口　朋代　他 工

15 構造力学Ⅱ及び演習 ▲ ◎ 3 4 谷口　朋代　他 工

15 建設材料学 ▲ ◎ 2 2 吉野　公　他 工

15 コンクリート構造学及び演習 ▲ ◎ 3 4 黒田　保　他 工

◇ 15 構造・材料実験 ▲ ◎ 1 3 吉野　公　他 工

社
会
経
営
工
学

土
木
工
学

2年 3年 備考

プログラム別

単
位
数

週授業時間数

1年 4年分野 授業科目

工学一般，卒
業研究

数学

工学基礎
（土木系）

『』は社会経営工
学プログラム履修
者対象，【】は土木
工学プログラム履
修者対象

工学基礎（社
会システム系）

計画・設計

経営マネジメ
ント

都市・環境



担当教員
教職科

目

前 後 前 後 前 後 前 後

社
会
経
営
工
学

土
木
工
学

2年 3年 備考

プログラム別

単
位
数

週授業時間数

1年 4年分野 授業科目

15 水理学Ⅰ及び演習 ▲ ◎ 3 4 檜谷　治　他 工

15 水理学Ⅱ及び演習 ▲ ◎ 3 4 檜谷　治　他 工

◇ 15 水理学実験 ▲ ◎ 1 3 檜谷　治　他 工

15 土質力学Ⅰ及び演習 ▲ ◎ 3 4 中村　公一　他 工

15 土質力学Ⅱ及び演習 ▲ ◎ 3 4 西村　強　他 工

◇ 15 土質力学実験 ▲ ◎ 1 3 西村　強　他 工

15 土木地質学 ▲ ○ 2 2 香川　敬生

15 建設法規 ▲ ○ 2 2 非常勤講師

15 建築製図 ▲ ○ 2 2 向坊　恭介 工

15 物理探査基礎 ▲ ○ 2 2 塩崎　一郎 工

15 鋼構造学 ▲ ○ 2 2 谷口　朋代 工

15 構造振動学 ▲ ○ 2 2 谷口　朋代 工

15 コンクリート工学 ▲ ○ 2 2 黒田　保 工

15 岩盤力学 ▲ ○ 2 2 西村　強　他 工

15 地盤工学 ▲ ○ 2 2 小野　祐輔　他 工

15 水工計画学 ▲ ○ 2 2 三輪　浩 工

15 海岸工学 ▲ ○ 2 2 黒岩　正光 工

15 土木計画学 ▲ ○ 2 2 土屋　哲 工

15 建設施工学 ▲ ○ 2 2 中村　公一　他 工

15 数値力学解析 ▲ ○ 2 2 檜谷　治 工

◇ 15 学外実習 ▲ ○ 2 各教員 工 ３年次夏季休業中

◇ 15 土木特別講義Ⅰ ▲ ○ 1 1 1 非常勤講師 工 隔年開講

◇ 15 土木特別講義Ⅱ ▲ ○ 1 1 1 非常勤講師 工 隔年開講

◇ 15 社会経営工学特別講義Ⅰ ○ ▲ 1 1 非常勤講師 工

◇ 15 社会経営工学特別講義Ⅱ ○ ▲ 1 1 非常勤講師 工

15 国際実践科目Ⅰ △ △ 1 各教員

15 国際実践科目Ⅱ △ △ 2 各教員

◆以下の科目は，卒業に必要な単位に含めない。

前 後 前 後 前 後 前 後

2 2 非常勤講師 工

2 2 非常勤講師 工

2 2 非常勤講師 工（指導）

2 2 非常勤講師 工（指導）

2 2 向坊　恭介 工

2 2 向坊　恭介　他 工

2 2 非常勤講師 工

2 2 浅井　秀子 工

2 2 非常勤講師

2 2 浅井　秀子 工

2 2 浅井　秀子 工

2 2 浅井　秀子 工

2 2 非常勤講師 工

（１）◎は必修，○は選択Ⅰ，△は選択Ⅱ，▲は選択Ⅲを表す。
（２）必修と選択Ⅰ・Ⅱを合わせて８８単位以上修得すること。
　①社会経営工学プログラム履修者は，必修を５５単位，選択Ⅰを２７単位以上，選択Ⅰ及び選択Ⅱを合わせて３３単位以上修得すること。
　②土木工学プログラム履修者は，必修を６０単位，選択Ⅰを２２単位以上，選択Ⅰ及び選択Ⅱを合わせて２８単位以上修得すること。
（３）学科長の許可を得て，６単位以内は選択Ⅲの科目，もしくは本表以外の科目（全学共通科目を除く）を履修し，修得した単位を選択Ⅱの単位として
   充当することを認める。
（４）１年次修得単位数によらず，２年次のプログラム選択ができる。
（５）選択Ⅲの科目を履修するには，次の３つの条件を満たしていなければならない。
　①当該科目に収容力があること。
　②所属プログラムにおける単位修得，成績が良好かつ優秀であること。
　③カリキュラムマップに沿った受講であること。
（６）取得可能な資格及び卒業後に受験可能な（国家）資格には履修科目や資格取得に関する条件がある。測量士補，建築士受験資格（１級，２級
　 木造）に関しては，土木工学プログラム修了者のみが取得可能である。
（７）担当教員は変更となる場合もあるので，その都度掲示される時間割表を参照すること。

構造物解析・
管理・保全

調査・設計

工学基礎
（土木系）

実習・特別講
義

学部共通科目

区分 授業科目

プログラム別

単
位
数

週授業時間数

教職科
目

備考

社
会
経
営
工
学

土
木
工
学

1年 2年 3年 4年 担当教員

教職関係科目
(工業)

職業指導

工業概論

工業科教育法Ⅰ

工業科教育法Ⅱ

建築士関係科
目

建築設計Ⅰ

建築設計Ⅱ

建築設計Ⅲ

建築計画Ⅱ

インテリア計画

建築史

建築環境工学

建築設備

建築計画Ⅰ



６．鳥取大学工学部単位認定規程 
 

第１条  授業科目の単位認定の基礎となる１単位当たりの授業時間数は，鳥取大学単位認定規則（平成

５年鳥取大学規則）による。 

第２条  学生の出席時間数が前条の規定の５分の４に満たない者については，単位の認定を行わない。

２  あらかじめ特別の事情を具して願い出て認可を得た者にあっては，前条の規定の５分の３以上出席

 した者についても，単位の認定を行うことができる。この場合，所定の様式による欠席届に病気の場

 合は医師の診断書等を添付，その他の場合は理由を詳細に記入し関係教員の認印を得て，授業担当教

員へ提出しなければならない。 

第３条  単位の認定は，履修した科目についての筆記試験，論文，報告書，平常成績等によって行う。 

第４条  単位の認定は，１００点満点で採点して６０点以上をもって合格とする。 

２ 成績はＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｆをもって表す。Ａは９０点以上，Ｂは８０点～８９点，Ｃは７０点～ 

７９点，Ｄは６０点～６９点，Ｆは５９点以下とする。 

３  卒業研究，その他当該学科で指定する科目については，合否で判定し，Ｓ，Ｆをもって表す。Ｓは

合，Ｆは否とする。 

第５条  定期試験は，原則として毎学期末に実施する。 

第６条  第２条の条件を満たした者で，病気その他特別の事情により定期試験を受けられなかった者は

追試験を受けることができる。 

２  追試験を受けようとする者は，当該試験終了後できるだけ速やかに追試験願および病気の場合は診

断書，その他の場合は証明できる書類等を当該授業科目担当教員の承認を得て，学部長に提出しなけ

ればならない。 

３  追試験を受けた者については，当該授業科目担当教員から成績が提出された時をもって単位の認定

が行われたものとする。 

第７条  卒業研究は，許可された時から１年以上実施し，論文を提出しなければならない。 

２  卒業研究の認定は，卒業研究を除く授業科目の所定の単位を修得した者に対して行うものとする。 

第８条  卒業判定の時に，所定の単位に達しない者に対し，最終学年において受講した科目に限り，当

該授業科目担当教員の承認を得て，１回限り再試験を行うことができる。 

    ただし，再試験で受験できる単位数は，所定の単位を満たすまでとし，原則として上限は６単位と

する。 

２  再試験を受けようとする者は，再試験願を卒業延期が発表された日から１週間以内に当該授業科目

担当教員の承認を得て，学部長に提出しなければならない。 

    なお，再試験は，卒業延期が発表された月の末日までに実施する。 

３  再試験に合格した場合の成績は，６０点とする。 

 

附  則（昭和４０年４月１日から平成３０年４月１日まで施行の附則は省略） 

 

附  則 

１  この規程は，平成３１年４月１日から施行する。 

２  平成３１年３月３１日に在学する者については，この規程による改正後の規定にかかわらず，なお

従前の例による。 

 



７．卒業研究の着手条件 
 

 ４年次に卒業研究に着手するためには，各学科で定める以下の条件を満たしていなければなりません。 

 ただし，以下の条件に含めることができるのは，卒業に必要な単位に限ります。 

 履修計画を立て，１～３年次までの間に，必要な単位を修得しておくことが必要です。 

                                                                

機械物理系学科 
１．原則として次の２条件を満たしていること。 

（１）全学共通科目４３単位以上（入門科目６単位，教養科目２６単位以上（うち必修１８単位，選択 

８単位以上），外国語科目１０単位以上，健康スポーツ科目１単位以上）を修得していること。 

（２）専門科目については６０単位以上（うち必修３６単位以上）を修得していること。 

  ２．卒業研究の着手時期は，原則として４月であるが，１０月着手も認めることがある。 

 

電気情報系学科 
１．原則として次の２条件を満たしていること。 

（１）全学共通科目３９単位以上（入門科目６単位，教養科目２２単位以上（うち，備考欄に従い必修 

１４単位，選択８単位以上），外国語科目１０単位以上，健康スポーツ科目１単位以上）を修得し 

ていること。 

（２）専門科目については６５単位以上を修得していること。さらに，選択したプログラムにおいて電

気情報系実験Ⅰ，Ⅱ，Ⅲを含む必修と選択Ⅰを合わせて５７単位以上を修得していること。ただし，

３年次までの全ての専門必修科目（電気電子工学プログラム：２３科目，コンピュータサイエンス

プログラム：２２科目，電子情報制御システムプログラム：２０科目）のうち，電気電子工学プロ

グラムでは２１科目以上，コンピュータサイエンスプログラムでは２０科目以上，電子情報制御シ

ステムプログラムでは１８科目以上を修得していること。 

２．卒業研究の着手時期は，４月に限る。 

 

化学バイオ系学科 
１． 原則として次の（１）,（２）,（３）または（１）,（２）,（４）,（５）の条件を満たしてい 

ること。 

（１）全学共通科目の卒業に必要な単位（３９単位）を全て修得していること。 

（２）専門科目の修得単位数を６９単位以上修得していること。 

（３）合成化学プログラム・材料化学プログラム・グリーンケミストリープログラムでは，専門科目

の必修科目を３１単位（卒業研究を除く全ての必修単位）修得していること。 

（４）バイオサイエンスプログラム・バイオテクノロジープログラムでは，専門科目の必修科目を 

３０単位以上修得していること。 

（５）生物工学実験Ⅰ～Ⅲの単位を全て修得していること。 

２．卒業研究の着手時期は，４月に限る。 

 

社会システム土木系学科 

１．原則として修得単位数が卒業必要修得単位数のうち次の２条件を満たしていること。 

（１）全学共通科目の修得単位数の合計が３５単位以上であること。 

（２）専門科目の修得単位数の合計が６７単位以上であること。 

ただし，土木工学プログラム履修者は，工学基礎（土木系）分野の修得単位が３０単位以上であ

ること。 

２．卒業研究の着手時期は，４月に限る。 

 



８．学位論文の評価基準 
 

工学部では，研究倫理を遵守して研究および論文執筆がなされていることを前提に，学位論文を下 

表の基準により評価する。学位授与は論文審査及び最終試験の結果に基づき，総合的に審議し，判定 

する。 

 

 

卒業論文 チェック項目（例示） 

1 問題の意義が明確か 
論文の目的が述べられているか。問題が明確に記述されている
か。その重要性が示されているか。そのことに説得性があるか。
etc. 

2 
先行研究の吟味ができ
ているか 

重要な先行研究を網羅して検討しているか。その評価は妥当か。
問題設定との関わりが明確にされているか。etc. 

3 方法が妥当か 
問題を追及するのにふさわしい方法か。そのことが自覚されてい
るか（方法論的自覚があるか）。etc. 

4 論文の構成は適切か 問題設定と整合性がとれた構成となっているか。etc. 

5 
論理的に展開されてい
るか 

論理に矛盾や飛躍がないか。論旨が明確になるような記述になっ
ているか。etc. 

6 
証拠に基づき客観的に
分析・考察・記述がな
されているか 

証拠が十分に集められているか。その解釈は妥当か。分析・考察
結果を明確に記述できているか。etc. 

7 結論は妥当か 
設定した問題に整合的に答えているか。考察の結果を踏まえた結
論となっているか。明らかになったこととそうでないことが区別
され，残された課題が明示されているか。etc. 

8 
引用・注記・文献の表
記などの作法，文章表
現・表記は適切か 

引用・注記・文献の表記などの作法は適切か。 
文章表現，レトリックなどは適切か。etc. 



９．履修の解説 
 

１．単位について 

単位の取扱いについては，鳥取大学工学部単位認定規程による。１単位の履修時間は教室内及び教

室外あわせて４５時間を原則とする。 

 

２．履修申込みについて 

鳥取大学工学部履修規程の第４条に履修申込みについて定めてあるので，各自の履修計画を履修規

程に従って十分に研究した上で履修手続きをすること。 

なお，全学共通科目については鳥取大学全学共通科目履修規則の第５条に定めてあるので，履修規

則に従って履修手続をすること。詳細については入学時に配布した資料を参照のこと。 

 

３．試験 

  履修手続きをした授業科目については試験が行われます。ただし，論文，報告書，平常成績等を試

験の代わりとする場合があります。 

  病気その他の特別な事情により試験を受験できなかった場合は，追試験を受けることができます。

追試験を受ける場合は，当該試験終了後できるだけ速やかに，追試験願を当該科目の授業担当教員の

承認を得て学部長に提出してください。病気による場合は医師の診断書等を添えてください。 

  成績は１００点満点で採点され，６０点以上が合格となります。試験に合格と判定された授業科目 

 はいかなる理由があっても取り消しできません。 

【成績の評価基準】 

評 価 評 点 基   準 

優 
Ａ 90～100 修得した知識・技能を相互に関連付けて応用できる。 

Ｂ 80～89 基礎知識・技能を発展させた知識・技能を修得している。 

良 Ｃ 70～79 到達目標を達成し，基礎知識・技能を修得している。 

可 Ｄ 60～69 到達目標を達成し，最低限必要な基礎知識・技能を修得している。 

不可 Ｆ 0～59 
到達目標を達成していない，また授業の基礎知識・技能を修得できてい

ない。 

【合否による科目】 

評 価 基   準 

合格 Ｓ 到達目標を達成している。 

不合格 Ｆ 到達目標を達成していない。 

【成績の評価ができない科目】 

不履修 Ｅ 
履修登録は行ったが，「鳥取大学単位認定規則」で定める出席回数に達していない。

または，単位の認定試験を受験していない。（論文及びレポート等の未提出を含む）

◆なお，学務支援システムではアルファベットで，成績証明書は漢字表記で成績を表示します。 

 

４．成績について 

成績は，学務支援システムにおいて，各自が成績を参照することになる。通知日等は掲示連絡する

ので見落としのないよう注意すること。 

５．成績評価に疑義がある場合の申立て制度について 

成績評価に疑義がある場合は，当該授業科目の成績公開後１週間以内に成績評価確認願に必要事項



を記入し，学部長に願い出ること。 

 なお，疑義申立てを行うことができるのは，次の場合に限る。 

・成績の誤記入等，明らかに授業担当教員の誤りであると思われるもの 

・シラバス等に記載されている到達目標，成績の評価方法と基準等から，明らかに成績評価について

疑義があると思われるもの 

その他，詳細については，工学部教務係に問い合わせること。 

 

６．休講 

  授業担当教員の公務，出張，病気などによって授業が行えなくなり，やむを得ず休講となる場合が

あります。休講については，各学科掲示板等によって連絡しますので，確認してください。休講の掲

示がなく３０分経過しても授業が行われない場合は，工学部教務係まで問い合わせること。 

 

７．補講 

  補講は授業の進度・休講を補う授業として行われます。補講が行われる場合には，各学科掲示板等

で通知しますので，日時・講義室などを確かめて受講してください。 

 

８．所属学科教育課程表以外の科目の履修について 

Ａ．他学科の専門科目及び自然分野の履修 

ａ）卒業所要単位への算入の条件での履修 

        修得した科目の単位を卒業所要単位数に算入することを希望するときは，他学科授業科目履修

願に必要事項を記入し，科目担当教員の許可（認印）を得た後，在籍学科長に許可を願い出るこ

と。 

    ｂ）卒業所要単位に算入されない条件での履修 

        履修を希望する者は，他学科授業科目履修願に必要事項を記入し，科目担当教員の許可（認印）

を得た後，在籍学科長に許可を願い出ること。 

        許可された場合，修得した単位の履修歴は記録される。 

Ｂ．他学部の専門科目及び自然分野の履修 

      この場合は，学則第２８条により学部長間の協議が必要となるので，履修を希望する者は，他学

部授業科目履修願に必要事項を記入し，在籍学科長の許可を得て，学部長に願い出ること。 

      なお，修得した単位の取扱いは，Ａ．の場合に準ずる。 

Ｃ．単位互換制度について 

     単位互換制度とは，単位互換協定校の授業科目を履修し，そこで修得した単位を，所属する大学 

の単位として認定しようとするものである。本学部には，以下の単位互換制度がある。 

 （１）鳥取県４大学間単位互換制度 

   鳥取県内４大学（鳥取大学，鳥取環境大学，鳥取看護大学，鳥取短期大学）との間で単位を互換

する制度である。詳細は鳥取県４大学間単位互換科目履修案内を参照すること。

（https://www.tottori-u.ac.jp/5109.htm） ただし，２０１９年度前期は実施しない。 

 （２）中国・四国国立大学工学系学部間単位互換制度 

   島根大学，岡山大学，広島大学，山口大学，香川大学，徳島大学，愛媛大学の各工学系学部及び

本学部の間で単位を互換する制度である。 

 

９．「飛び級」制度について 

（１）鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科においては，鳥取大学大学院学則第４０条第２項に

定める「大学に３年以上在学し，本研究科において，所定の単位を優れた成績をもって修得した



ものと認めた者」について，大学院入学資格を与える，いわゆる「飛び級」制度が設けられてい

る。 

（２）本制度によって，大学院に入学した者の学部学生としての学籍上の取扱いは，退学となる。し

たがって，種々の国家試験等の資格試験の受験資格の中で，大学の学部を卒業していることをそ

の要件としているものについては，受験資格がないことになる。 

（３）本制度の詳細については，志望するコースのコース主任又は指導教員に問い合わせること。 

 

10．感染症による出席停止について 

 学校保健安全法施行規則第１８条に定める感染症にかかった場合，またはかかった疑いがある場合，

学内感染及び感染拡大防止のため，出席停止の取り扱いとする。    

該当する者は，まず工学部教務係へ連絡をした上で，医師の指示に従うこと。 

なお，回復して授業に出席する場合には，「感染症届出書（兼治癒証明書）」に医師の証明を受け，

工学部教務係へ提出すること。「感染症届出書（兼治癒証明書）」の提出をもって，欠席した授業担

当教員への連絡を行い，履修上不利とならないよう配慮する。 

その他，詳細については鳥取大学ホームページを参照すること。「感染症届出書（兼治癒証明書）」

はそこからダウンロードできる。 

 

○主な感染症の種類 

・インフルエンザ                          ・咽頭結膜熱（プール熱) 

・百日咳                 ・結核 

・麻疹 （はしか）                         ・髄膜炎菌性髄膜炎 

・流行性耳下腺炎                          ・腸管出血性大腸菌感染症 

・風疹                                    ・流行性角結膜炎，急性出血性結膜炎 

・水痘                                    ・その他の感染症 

 

11．定期試験における学生証の提示について 

定期試験においては，必ず学生証を持参し，試験中は学生証を机の上に置くこと。 

 

12．試験において不正行為を行った者の取扱いについて 

    試験において不正行為を行った者の当該期（不正行為を行った学期）の単位は，全学共通科目及び

専門科目ともすべて認めない。 

 

13．その他 

（１）転学部・転学科について  

        転学部・転学科制度の詳細については，工学部教務係に問い合わせること。 

 （２）転プログラムについて 

    転プログラムの詳細については，所属学科の学科長または学務委員に問い合わせること。 

（３）学生に対する連絡について 

       休講，補講日時及び履修手続期間等学生に対しての連絡は掲示または学務支援システムによる

メールで行うので，常に掲示板及び大学からのメールに注意すること。 

（４）諸様式について 

    各種手続きに係る諸様式は工学部教務係で配布する。 



10．気象警報発令に伴う授業及び定期試験の取扱いについて 
 

気象警報発令に伴う授業及び定期試験（以下「授業等」という。）の取扱いは下記のとおりとする。 

 

１．授業等の取扱い 

（１）特別警報（波浪特別警報を除く。）が、鳥取市北部（米子キャンパスにあっては米子市）に午

前７時時点で発令されている場合は午前（１時限及び２時限）の授業等を休講とし、午前１１

時時点で発令されている場合は午後（３時限、４時限及び５時限）の授業等を休講とする。 

（２）警報（暴風、大雨、洪水、大雪、暴風雪）発令に伴う授業及び定期試験（以下「授業等」と

いう。）の取扱いは、次の基準に基づき、教育担当理事（米子キャンパスにあっては医学部長）

が判断する。 

１）鳥取市北部（米子キャンパスにあっては米子市）に午前７時時点で警報が発令されており、

かつ、公共交通機関（鳥取駅、米子キャンパスにあっては米子駅発着のＪＲ）が運休してい

る場合には、午前（１時限及び２時限）の授業等を休講する。 

２）鳥取市北部（米子キャンパスにあっては米子市）に午前１１時時点で警報が発令されてお

り、かつ、公共交通機関（鳥取駅、米子キャンパスにあっては米子駅発着のＪＲ）が運休し

ている場合には、午後（３時限、４時限及び５時限）の授業等を休講とする。 

（３）上記以外で特に安全確保が必要と認められる場合は、授業等を休講とする。 

（４）休講に伴う補講は、原則として各学期に設定する予備日に実施するものとする。 

 

２．周知の方法 

（１）鳥取大学のホームページ及び学務支援システムのお知らせ欄に次のとおり掲載する。 

午前の授業 午前 ７時３０分までに掲載 

午後の授業 午前１１時３０分までに掲載 

（２）学生部から各学部へ連絡し、各学部は掲示等により周知する。 

（３）非常勤講師については、必要に応じて各学部及び学生部からメール及び電話等により速やか

に周知する。 

 

３．悪天候により通学困難な場合の取扱い 

  授業等を休講しない場合において、公共交通機関が運休する等のやむをえない事情により学生

が授業等を欠席又は遅刻した場合は、授業担当教員は当該学生に対し、不利益を与えないよう配

慮するものとする。 

 



11．鳥取大学単位認定規則 
 

（趣旨） 

第１条 この規則は，鳥取大学学則（平成１６年鳥取大学規則第５５号。以下「学則」という。）第２

５条の規定に基づき，必要な事項を定めるものとする。 

 （授業時間数） 

第２条 学則第２４条に定める開設授業科目の単位認定にあたっては，１単位の授業科目を４５時間の

学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし，１単位の授業時間は，次のとおりとする。 

 一 講義                        １５時間 

 二 演習及び全学共通科目の実技             ３０時間 

 三 実験，実習及び実技（全学共通科目の実技を除く。）   ４５時間 

２ 前項の規定にかかわらず，１単位の授業時間について，各学部において必要と認める場合には，大

学設置基準（昭和３１年文部省令第２８号）第２１条第２項に定めるところにより，当該学部におい

て別に定めることができる。 

３ 各学部が，一の授業科目について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち二以上の方法の併用に

より行う場合については，その組み合わせに応じ，前２項に定める授業の時間を考慮するものとする。 

 （出席時間数） 

第３条 出席時間数が前条の規定の５分の４に満たない者については，単位の認定を行わない。ただし，

特にやむを得ない事情があると認められた者については，例外的に同項の規定の５分の３以上出席し

た者についても，単位の認定を行うことができる。 

 （単位の認定） 

第４条 一の授業科目を履修した学生に対しては，試験（論文及びレポート等を含む。）の上，次条に

規定する成績の評価に基づき，単位を認定するものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず，卒業論文及び卒業研究等の授業科目については，これらの学修の成果を

評価して，各学部規則の定めるところにより単位を認定するものとする。 

 （成績の評価） 

第５条 成績の評価は，１００点満点で採点して６０点以上を合格とする。 

２ 成績は，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｆをもって表し，Ａは９０点以上，Ｂは８０点～８９点，Ｃは７０点～

７９点，Ｄは６０点～６９点，Ｆは５９点以下とする。 

３ 前２項の規定にかかわらず，学部で指定する科目については，合否で判定し，合はＳ，否はＦをも

って表すものとする。 

 （追試験） 

第６条 追試験は，第３条の条件を満たした者で病気その他特別の事情により試験を受けなかった者に

ついて行う。 

 （受験不正行為による単位不認定） 

第７条 試験（論文及びレポート等を含む。）において不正行為を行った場合は，当該期の単位はすべ

て認めない。 

 （授業料未納により除籍された者の単位の不認定）  

第８条 学則第８１条第３項の規定により除籍された者については，授業料未納期間にかかる単位は認

定しない。 

    

   附 則 

 この規則は，平成２１年４月１日から施行する。 



12．鳥取大学工学部派遣学生・特別聴講学生規程 
 

第１条  この規程は，鳥取大学学則（平成１６年鳥取大学規則第５５号。以下「学則」という。）第３

４条及び第５４条第３項の規定に基づき，その実施に関し必要な事項を定める。 

第２条  この規程において「派遣学生」とは，鳥取大学工学部（以下「本学部」という。）の学生で，

他の国立，公立，私立及び外国の大学（以下「他の大学」という。）の授業科目を履修する者をいう。 

２  「特別聴講学生」とは，他の大学の学生で本学部の授業科目を履修する者をいう。 

３  「大学間協議」とは，派遣学生及び特別聴講学生の取扱いについて，あらかじめ本学部と当該他の

大学との間で履修できる授業科目の範囲，対象となる学生数，単位の認定方法及び授業料等の費用の

取扱い，その他必要な措置に関して行う協議をいう。 

４  「他の大学の長」とは，大学間協議における協議機関の長をいう。 

第３条  学生の派遣及び特別聴講学生の受入れは，大学間協議が成立したものについて行う。ただし，

外国の大学にあっては，やむを得ない事情があるときは，事前の協議を欠くことができる。 

第４条  派遣学生を志願する者は，所属学科の学科長の許可を得て，派遣学生許可願（様式１号）に，

大学間協議に基づく必要書類を添えて，学部長に願い出なければならない。 

２  前項の願い出の時期は，大学間協議の定めるところによる。 

第５条  前条の願い出があったときは，鳥取大学工学部教授会（以下「教授会」という。）の議を経て，

学部長が当該他の大学の長と協議の上，派遣を許可する。ただし，外国の大学に留学する学生にあっ

ては，学部長を経て学長の許可を得なければならない。 

第６条  派遣学生の履修期間の単位は，１期又は１学年とする。 

第７条  前条に規定する履修期間は，本学部の修業年限及び在学期間に算入する。 

第８条  派遣学生が修得した単位は，学則第２９条の規定に基づき卒業の要件となる単位として取扱う

ことができる。この場合において，授業科目及び単位数は当該学科において定めるものとする。 

２  前項の単位の認定は，他の大学の長の交付する学業成績証明書等により教授会が行う。この場合に

おいて，授業時間数及び授業形式等を考慮した上で，本学部の単位に換算するものとする。 

３  単位制をとらない外国の大学における学修成果の単位換算は，前項の規定を準用する。 

第９条  派遣学生は，履修期間が終了したときは，直ちに学部長に履修報告書（様式２号）を提出しな

ければならない。ただし，外国の大学に留学した派遣学生にあっては，別に帰着届を帰国後速やかに，

学部長を経て学長に提出しなければならない。 

第１０条  派遣学生は，学則に定める授業料を本学に納付するとともに，他の大学の定めるところによ

り授業料等を納付しなければならない。 

第１１条  学部長は，他の大学の長から受入れ取消しの通知を受けたときは，派遣を中止するものとす

る。 

第１２条  特別聴講学生を志願する者は，他の大学の長を経て，次に掲げる書類を添えて学部長に願い

出なければならない。ただし，履歴書，成績証明書及び健康診断書については，大学間協議に基づき

省略することができる。 

  (1)  特別聴講学生入学願（様式３号） 

  (2)  履  歴  書 

  (3)  成績証明書 

  (4)  指導教員又はそれに準ずる教員の推薦書 

  (5)  身元保証書（外国の大学に在学する学生のみ） 

２  前項の願い出の時期は，入学を希望する学期の始まる１月前までとする。ただし，外国の大学の学

生にあっては，原則として６月前までとする。 



第１３条  前条の願い出があったときは，教授会の議を経て学部長が入学を許可する。 

２  学部長は，入学を許可したときは，他の大学の長を経て本人にその旨を通知するものとする。 

第１４条  特別聴講学生の受入れ期間の単位は，１期又は１学年とする。 

第１５条  特別聴講学生は，大学間協議で定められた範囲内で，本学部の授業科目を履修することがで

きる。 

第１６条  特別聴講学生には，鳥取大学工学部単位認定規程（昭和４０年鳥取大学工学部規則第３号）

に基づき，所定の単位を与えるものとする。 

第１７条  学部長は，特別聴講学生の履修が終了したときは，学業成績証明書を作成して他の大学の長

に通知するものとする。 

第１８条  特別聴講学生は，学生証の交付を受け常に携帯しなければならない。 

第１９条  特別聴講学生は，学則に定める授業料を納付しなければならない。ただし，国立大学に在学

中の者，授業料を相互に徴収しないことを定めた大学間相互単位互換協定（附属書を含む。）に基づ

き本学部の授業科目を履修する公立又は私立大学（短期大学を含む。）に在学中の者及び授業料を相

互に徴収しないことを定めた大学間交流協定（附属文書等を含む。）に基づき本学部に入学した外国

人留学生の授業料は，徴収しないものとする。 

第２０条  特別聴講学生が次の各号の一に該当する場合は，学部長は，教授会の議を経て除籍すること

がある。 

  (1)  成業の見込みのないとき。 

  (2)  本学の規則に反する行為があったとき。 

  (3)  授業料等の納付の義務を怠ったとき。 

第２１条  この規程に定めるもののほか，必要な事項は教授会の議を経て学部長が定める。 

 

      附  則      （昭和５５年１１月１７日から平成１６年４月１日まで施行の附則は省略） 

 

附  則 

  この規程は，平成１７年４月１日から施行する。 



  様式１号   
 

                 派 遣 学 生 許 可 願 

 

                                         平成    年    月     日  
 

    工 学 部 長     殿  

 

                              学     科  

                              入学年度 

                              氏     名                          

  

 

        下 記 の と お り 願 い 出 ま す の で ， 許 可 願 い ま す 。 
 

                                記  

                                                               

             
 

  学 科長 承 認 印  

 派遣大学               大 学             学 部           学 科 

 派遣期間    平 成  年  月   日～平 成  年   月   日( か 月 間 ) 

   履 修 希 望 科 目     単 位 数    担 当 教 員  

  

  

  

  

  

 履 修 を 希望 す る 理 由 



  様式２号   
 

                 履 修 報 告 書 

 

                                         平成    年    月     日  
 

    工 学 部 長     殿  

                             

                              学     科  

                              入学年度 

                              氏     名                          

  

 

     このたび派遣が終了しましたので，下記のとおり報告します。 
 

                                記  

                                                               

          

 派遣大学               大 学            学 部          学 科 

 在籍身分 
 

 派遣期間    平成   年   月   日～平成   年   月 日 (   か 月 間 )  

          履 修 科 目      単 位 数 

 

 

 

 

 

 研究・学修の概要 



  様式３号 

 

                 特 別 聴 講 学 生 入 学 願 

 

    ふ り が な 

    氏     名                                                          

    生年月日            年     月     日生 

 

    性     別     男      女  

 

  （国    籍）(外国の大学に在学中の者のみ) 

 

    写   真 

 

    貼   付 

 

    現 住 所 

 

    在籍大学                大学            学部          学科 

                  入学年 

 

    入学を希望する期間      年     月    日～     年     月     日  

 

    聴講する学科                                学科 

 

    聴講する科目，単位数等 

                                                                     

 
       科      目      名   単 位 数   担 当 教 員 

   

   

   

   

   

 

    上 記 の と お り 願 い 出 ま す 。 

 

          平成     年     月     日  

 

                                  署  名                         

   工 学 部 長  殿 

 



13．鳥取大学工学部科目等履修生，聴講生及び研究生規程 
 

 （趣旨） 

第１条 鳥取大学工学部における科目等履修生，聴講生及び研究生（以下「科目等履修生等」という。）

に関する事項は，鳥取大学学則（平成１６年鳥取大学規則第５５号）に定めるもののほか，この規程

に定めるところによる。 

 （出願資格） 

第２条 科目等履修生等を志願できる者は，鳥取大学学則第３８条各号の一に該当する者のうち，当該

授業科目を履修又は特定の事項について研究するのに十分な学力があると認めた者とする。 

 （出願手続） 

第３条 科目等履修生等を志願する者は，次に掲げる書類を所定の期間内に学部長に提出しなければ 

ならない。ただし，聴講生を志願する者は，第３号及び第４号の書類を省略することができる。 

 一 入学志願票 

 二 履歴書 

 三 卒業証明書 

 四 成績証明書 

 五 所属長の承諾書（有職者のみ） 

２ 科目等履修生又は聴講生を志願する者は，あらかじめ，履修又は聴講しようとする授業科目の担当

教員の承諾を，また研究生を志願する者は，研究指導を受ける教員の承諾を得なければならない。 

 （選考方法） 

第４条 科目等履修生等の受入の可否は，教授会の議に基づき行うものとする。 

 （入学手続） 

第５条 科目等履修生等は，入学を許可された日から定められた期間内に所定の入学手続きをしなけれ

ばならない。 

 （履修の方法及び制限） 

第６条 科目等履修生及び聴講生の受講手続き，その他履修に関することは，鳥取大学工学部履修規程

を準用する。 

２ 科目等履修生又は聴講生が志願した授業科目のうち，学生の学修に妨げのあるものについては，履

修又は聴講を制限することがある。 

 （単位認定） 

第７条 科目等履修生の単位認定については，鳥取大学工学部単位認定規程を準用する。 

２ 聴講生に対する単位の認定は行わない。 

 （証明書の交付） 

第８条 学部長は，次の場合証明書を交付することができる。 

 一 科目等履修生が単位を修得し，その証明を願い出たとき。 

 二 研究生が研究事項について証明を願い出たとき。 

 （雑則） 

第９条 その他科目等履修生等に関し必要な事項は，教授会の議を経て学部長が別に定める。 

 

   附 則 

１ この規程は，平成１７年４月１日から施行する。 

２ 鳥取大学工学部科目等履修生及び聴講生規程（平成５年鳥取大学工学部規則第８号）は，廃止する。 



14．教育職員免許状の取得について 
 

 工学部学生で教育職員免許状の取得を希望する者は，教育職員免許法及び同施行規則に定められ

た科目及び単位を修得すれば次のとおり免許状が取得できる。 

 

学   科 免許状の種類 免許教科 

機械物理系学科 
中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 

数学 

数学,工業 

電気情報系学科 高等学校教諭一種免許状 情報,工業 

化学バイオ系学科 
中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 

理科 

理科,工業 

社会システム土木系学科 高等学校教諭一種免許状 工業 

 

    

 ※教育職員免許状取得のための履修方法等は，別冊の「教育職員免許状取得のための手引」を参

照すること。 

  ※詳細については，工学部教務係に問い合わせること。 



15．学級教員  （２０１９年度入学） 

 

学    科             学級教員 

機械物理系学科 

陳  中春 原  豊 

松野  崇 加藤 由紀 

電気情報系学科 

伊藤 良生 川村 尚生 

近藤 克哉 中西  功 

阿部 友紀 清水 忠昭 

竹森 史暁 村上 仁一 

松永 忠雄 小山田雄仁 

藤村喜久郎 藪田 義人 

 

化学バイオ系学科 

  

櫻井 敏彦 菅沼 学史 

松浦 和則 八木 寿梓 

 

社会システム土木系学科 

  

三輪  浩 梶川 勇樹 

桑野 将司 森山  卓 

             

                                                         

 





 

 

 

 

 

全 学 共 通 科 目 
 

 

                                                                 
               
                                                                 
                
16．鳥取大学全学共通科目履修規則 -------------------------------------------- 32 
 
                                                                                 
17．全学共通科目開設一覧表について ------------------------------------------ 38 
 
 
18．鳥取大学における外国人留学生に対する授業科目等の特例に関する規程 -------- 38 
                                                                              
   
 
 





16．鳥取大学全学共通科目履修規則 
 

（趣旨） 

第１条 この規則は，鳥取大学学則（平成１６年鳥取大学規則第５５号。以下「学則」という。）

第２４条第３項の規定に基づき，全学共通科目の授業科目，履修方法及び試験等に関し必要な事

項を定めるものとする。 

 

 （全学共通科目及び一般教養科目の科目区分） 

第２条 全学共通科目は，農学部共同獣医学科を除く学部及び学科を対象とし，その科目区分は，

次のとおりとする。 

  入門科目 

     大学入門ゼミ 

     情報リテラシ 

   キャリア入門 

    教養科目 

     基幹科目 

      人文・社会分野 

      自然分野 

      実験演習分野 

     主題科目 

     人間と文化 

      人間と科学 

      人間と環境 

      健康と生命 

        世界と地域 

    教養ゼミナール 

     キャリア科目 

   外国語科目 

  健康スポーツ科目 

２ 一般教養科目は，農学部共同獣医学科を対象とし，その科目区分は，次のとおりとする。 

大学教育導入科目群 

人文・社会科学科目群 

自然科学科目群 

複合領域科目群 

外国語科目群 

 

（開設授業科目、単位数及び履修年次） 

第３条 全学共通科目及び一般教養科目の科目区分ごとに修得すべき単位数及び履修年次等につい

ては，別に定める。 

２ 全学共通科目及び一般教養科目の科目区分ごとに開設する授業科目及び単位数は，鳥取大学教

育支援委員会（以下「教育支援委員会」という。）において開設年度の前年度末までに決定する。

なお，特に必要と認められる授業科目については，その決定後においても補充することができる。 

  



（外国人留学生の履修及び海外実践教育科目履修の特例） 

第４条 第２条に規定するもののほか，外国人留学生のために，日本語・日本事情に関する授業科

目を置き，当該授業科目の履修については，鳥取大学における外国人留学生に対する授業科目等

の特例に関する規程（平成５年鳥取大学規則第４号）で定める。 

２ 第２条に規定するもののほか，海外の教育研究機関と連携し，海外において教育を実施するた

めに，海外実践教育科目を置き，当該授業科目の履修については，鳥取大学における海外実践教

育科目の特例に関する規程（平成１８年鳥取大学規則第４号）で定める。 

 

（履修手続） 

第５条 学生は，毎学期所定の期日までに履修しようとする授業科目を，所定の方法により登録し

なければならない。 

 

（単位の認定） 

第６条 単位の認定は，鳥取大学単位認定規則（平成５年鳥取大学規則第２号。以下「単位認定規

則」という。）に基づき行う。 

 

  （試験） 

第７条 定期試験は，原則として学期末に行う。ただし，レポート試験，実技試験等を行う場合に

は，定期試験を行わないことがある。 

２ 追試験は，単位認定規則第５条に該当する者について行う。 

３ 再試験は，当該学部の定める年次に，所定の要件を満たした者に対し，当該年度に受験した授

業科目に限り行うことができる。  

 

 （既修得単位等の認定） 

第８条 学則第３２条の規定による本学に入学前の既修得単位（全学共通科目及び一般教養科目に

相当する授業科目に限る。)の認定は，必要に応じ教育センター（以下「センター」という。）の

意見を聴して，当該学部教授会の議を経て，学部長が行う。 

 

（他大学等の授業科目履修及び大学以外の教育施設等における学修の単位認定） 

第９条 学則第２９条の規定により他の大学又は外国の大学において履修した授業科目についての

単位の認定及び学則第３０条の規定により文部科学大臣が別に定める学修を行ったときの単位の

認定は，センターからの審査結果の通知に基づき，当該学部教授会の議を経て，学部長が行う。 

２ 前項の審査方法等については、センター長が別に定める。 

 

（雑則） 

第１０条 この規則に定めるもののほか，全学共通科目の履修方法等に関し必要な事項は，教育支

援委員会の議を経て、センター長が別に定める。 

 

 【参 考】 

  この規則は，平成３１年４月１日から施行する。ただし，平成３１年３月３１日に在学する者

については，この規則施行による改正後の規定にかかわらず，なお従前の例による。 



備　　　考

前 後 前 後 前 後 前 後

 大学入門ゼミ 必修 2 　

 情報リテラシ 必修 2 　

 キャリア入門 必修 2 　

6 　６単位

　人間と文化

　人間と科学 　

　人間と環境 　

　健康と生命 2 2

　世界と地域 2 2

　教養ゼミナール 2 2

生物学

地学  　８単位以上

数学

　微分積分学Ⅰ 必修 2

　微分積分学Ⅱ 必修 2

　線形代数Ⅰ 必修 2

　線形代数Ⅱ 必修 2

物理学

　基礎物理学Ⅰ 必修 2

　基礎物理学Ⅱ 必修 2

化学

　化学概論 選択 2

物理学実験演習 必修 2 １４単位以上

16 12 ２６単位以上

英　語  

必修 1 　

必修 1 　

必修 1 　

必修 1 　

必修 1 1 　

必修 1 1

ドイツ語基礎Ⅰ・Ⅱ

フランス語基礎Ⅰ・Ⅱ

中国語基礎Ⅰ・Ⅱ 　

韓国語基礎Ⅰ・Ⅱ

スペイン語基礎Ⅰ・Ⅱ

ドイツ語応用Ⅰ・Ⅱ

フランス語応用Ⅰ・Ⅱ

中国語応用Ⅰ・Ⅱ

韓国語応用Ⅰ・Ⅱ

スペイン語応用Ⅰ・Ⅱ

3 3 3 3 １０単位以上

必修 　　　

　１単位以上

４３単位以上

　全学共通科目の授業科目及び単位数については，「全学共通科目開設一覧表」を参照のこと。

実践英語Ｂ

総合英語Ⅰ・Ⅱ

コミュニケーション英語Ｂ

実践英語Ａ

選択

基幹科目（人文・社会分野）のうち、「哲学・倫理
学」「心理学」「芸術入門」「文学」から２科目４単
位以上、「憲法学」「政治学」「経済学」「歴史学」
から２科目４単位以上を修得すること。

1

総合英語Ⅲ・Ⅳ

全 学 共 通 科 目 教 育 課 程 表　（ 工学部　機械物理系学科 ）

科　目　区　分　等

単 位 数 ・ 履 修 年 次

１　年 ２　 年 ３　年 ４　年

入
門
科
目 計

主
題
科
目

　キ　ャ　リ　ア　科　目

人文・社会分野

1 1 １つの言語を選択し２単位修得すること。

選択 1 1

修 得 単 位 数 合 計

１年次に履修した言語を２年次に履修可能。
※教養科目の単位として認める。

計

 健康スポーツ科目
1（前期又
は後期）

計

全
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

教
　
　
　
養
　
　
　
科
　
　
　
目

基
　
　
幹
　
　
科
　
　
目

自
　
然
　
分
　
野

「数学」「物理学」「化学」について、左記以外の
科目は卒業に必要な単位には含まれない。

実験演習分野　

計

 
外
　
国
　
語
　
科
　
目

コミュニケーション英語Ａ

必修



前 後 前 後 前 後 前 後

必修 2

必修 2

必修 2

6 　６単位

　人間と文化

　人間と科学

　人間と環境

　健康と生命 2 2

　世界と地域 2 2

　教養ゼミナール 2 2

2 2

2

生物学

化学

地学 　８単位以上

物理学

　力学基礎 必修 2

　力学基礎演習 必修 1

数学

　微分積分学Ⅰ及び演習 必修 3

　微分積分学Ⅱ及び演習 必修 3

　線形代数学及び演習 必修 3

必修 2 １４単位

14 18 ２２単位以上

英　語

必修 1

必修 1

必修 1

必修 1

必修 1 1

必修 1 1

ドイツ語基礎Ⅰ・Ⅱ

フランス語基礎Ⅰ・Ⅱ

中国語基礎Ⅰ・Ⅱ

韓国語基礎Ⅰ・Ⅱ

スペイン語基礎Ⅰ・Ⅱ

ドイツ語応用Ⅰ・Ⅱ

フランス語応用Ⅰ・Ⅱ

中国語応用Ⅰ・Ⅱ

韓国語応用Ⅰ・Ⅱ

スペイン語応用Ⅰ・Ⅱ

3 3 3 3 １０単位以上

必修

　１単位以上

３９単位以上

　全学共通科目の授業科目及び単位数については，「全学共通科目開設一覧表」を参照のこと。

1

計 1

備　考

入
門
科
目

キャリア入門

計

全 学 共 通 科 目 教 育 課 程 表　（ 工学部　電気情報系学科 ）

大学入門ゼミ

情報リテラシ

コミュニケーション英語Ａ

科　目　区　分　等

単位数・履修年次

１　年 ２　 年 ３　年 ４　年

主
題
科
目

選択

　キ　ャ　リ　ア　科　目

人文・社会分野

1 1 １つの言語を選択し２単位修得すること。

実践英語Ｂ

総合英語Ⅰ・Ⅱ

総合英語Ⅲ・Ⅳ

計

外
　
国
　
語
　
科
　
目

コミュニケーション英語Ｂ

実践英語Ａ

必修

選択

修 得 単 位 数 合 計

1 １年次に履修した言語を２年次に履修可能。

計

健康スポーツ科目
1(前期又は

後期）

全
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

教
　
　
養
　
　
科
　
　
目

基幹科目（人文・社会分野）のうち、「哲学・倫理
学」「心理学」「芸術入門」「文学」から２科目４単
位以上、「憲法学」「政治学」「経済学」「歴史学」
から２科目４単位以上を修得すること。

基
　
　
幹
　
　
科
　
　
目

自
　
然
　
分
　
野

「物理学」「数学」について、左記以外の科目は
卒業に必要な単位には含まれない。

実験演習分野

　　　  物理学実験演習



備　　　考

前 後 前 後 前 後 前 後

必修 2 　

必修 2

 情報リテラシ 必修 2

 キャリア入門 必修 2

6 2 　８単位

　　　　人間と文化  

　　　　人間と科学  

　　　　人間と環境 2 2

　　　　健康と生命 2 2

　　　　世界と地域 2 2

　　　　教養ゼミナール 2 2

2

人文・社会分野 2

生物学  

地学 １２単位以上

数学

　基礎数学Ⅰ 選択 2

　基礎数学Ⅱ 選択 2

化学

　基礎化学Ⅰ 必修 2

　基礎化学Ⅱ 必修 2 　６単位以上　　　　　　　　　　　　　　　

実験演習分野  

化学実験演習 必修 2

物理学実験演習 選択 2 　２単位以上

14 16 2 ２０単位以上

英　語

必修 1

必修 1

必修 1

必修 1

必修 1 1

必修 1 1

ドイツ語基礎Ⅰ・Ⅱ

フランス語基礎Ⅰ・Ⅱ

中国語基礎Ⅰ・Ⅱ

韓国語基礎Ⅰ・Ⅱ

スペイン語基礎Ⅰ・Ⅱ

ドイツ語応用Ⅰ・Ⅱ

フランス語応用Ⅰ・Ⅱ

中国語応用Ⅰ・Ⅱ

韓国語応用Ⅰ・Ⅱ

スペイン語応用Ⅰ・Ⅱ

3 3 3 3 １０単位以上

必修

　１単位以上

３９単位以上
　全学共通科目の授業科目及び単位数については，「全学共通科目開設一覧表」を参照のこと。

修 得 単 位 数 合 計

全 学 共 通 科 目 教 育 課 程 表　（ 工学部　化学バイオ系学科 ）

科　目　区　分　等

単 位 数 ・ 履 修 年 次

１　年 ２　 年 ３　年 ４　年

総合英語Ⅰ・Ⅱ

総合英語Ⅲ・Ⅳ

実践英語Ａ

実践英語Ｂ

　キ　ャ　リ　ア　科　目

コミュニケーション英語Ｂ

計

主題科目、キャリア科目、基幹科目の「人文・社
会分野」「生物学」「地学」より１２単位以上修得
する。
ただし、基幹科目（人文・社会分野）のうち、「哲
学・倫理学」「心理学」「芸術入門」「文学」から２
科目４単位以上、「憲法学」「政治学」「経済学」
「歴史学」から２科目４単位以上を履修するこ
と。

全
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

入
門
科
目

計

教
　
　
　
養
　
　
　
科
　
　
　
目

主
題
科
目

基
　
　
幹
　
　
科
　
　
目

自
　
然
　
分
　
野

健康スポーツ科目

 大学入門ゼミⅠ

 大学入門ゼミⅡ

選択

「数学」「化学」について、左記以外の科目は卒
業に必要な単位には含まれない。

1

1(前期又は
後期)

計

計

 
外
　
国
　
語
　
科
　
目

コミュニケーション英語Ａ

必修 1 1 １つの言語を選択し２単位修得すること。

選択 1 1 １年次に履修した言語を２年次に履修可能。



前 後 前 後 前 後 前 後

必修 2

必修 2

必修 2

6 　６単位

　　　　人間と文化

　　　　人間と科学

　　　　人間と環境

　　　　健康と生命 2 2

　　　　世界と地域 2 2

　　　　教養ゼミナール 2 2

2 2

人文・社会分野 2 2

生物学

化学

地学 　８単位以上

物理学

 力学基礎及び演習 必修 3

数学

 微分積分学Ⅰ 必修 2

 微分積分学Ⅱ 必修 2

 線形代数 必修 2 　９単位

選択 2

14 15 2 ２１単位以上

コミュニケーション英語A 必修 1

コミュニケーション英語B 必修 1

実践英語A 必修 1

実践英語B 必修 1

総合英語Ⅰ・Ⅱ 必修 1 1

総合英語Ⅲ・Ⅳ 必修 1 1

 ドイツ語基礎Ⅰ・Ⅱ

 フランス語基礎Ⅰ・Ⅱ

 中国語基礎Ⅰ・Ⅱ 必修 1 1

 韓国語基礎Ⅰ・Ⅱ

 スペイン語基礎Ⅰ・Ⅱ

 ドイツ語応用Ⅰ・Ⅱ

 フランス語応用Ⅰ・Ⅱ

 中国語応用Ⅰ・Ⅱ 選択 1 1

 韓国語応用Ⅰ・Ⅱ

 スペイン語応用Ⅰ・Ⅱ

3 3 3 3 １０単位以上

必修

　１単位以上

３８単位以上

　全学共通科目の授業科目及び単位数については，「全学共通科目開設一覧表」を参照のこと。

選択

計

主
題
科
目

　キ　ャ　リ　ア　科　目

基
　
　
幹
　
　
科
　
　
目

自
　
然
　
分
　
野

実験演習分野

地球科学実験演習

キャリア入門

全 学 共 通 科 目 教 育 課 程 表　（工学部　社会システム土木系学科）

科　目　区　分　等

単位数・履修年次

備　　　　　　考

１年次に履修した言語を２年次に履修可能。

１つの言語を選択し２単位修得すること。

1(前期又は
後期)

修　得　単　位　数　合　計

全
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

入
門
科
目

大学入門ゼミ

情報リテラシ

計

健康スポーツ科目

英　語

計

教
　
　
　
養
　
　
　
科
　
　
　
目

計

外
　
国
　
語
　
科
　
目

基幹科目（人文・社会分野）のうち，「哲学・倫理
学」「心理学」「芸術入門」「文学」から２科目４単
位以上，「憲法学」「政治学」「経済学」「歴史学」
から２科目４単位以上を修得すること。
自然分野の地学から「地球科学（２単位）」を１年
次に修得することが望ましい。

「物理学」「数学」について、左記以外の科目は
卒業に必要な単位には含まれない。

1

３　年 ４　年１　年 ２　 年

地球科学実験演習は社会経営工学プログラムに
おいては卒業に必要な単位には含まれない。



17．全学共通科目開設一覧表について 
  これについては，『履修案内』に詳細が記載されているので熟読しておくこと。 

 

18．鳥取大学における外国人留学生に対する授業科目等の
特例に関する規程 

                                                                                        

（趣旨） 

第１条 この規程は、鳥取大学全学共通科目履修規則（平成５年鳥取大学規則第３号）第４条第１項の

規定に基づき、外国人留学生（以下「留学生」という。）の授業科目の取扱いについて特例を定める

ものとする。 

 

 （授業科目及び単位数） 

第２条 留学生に開設する日本語・日本事情に関する授業科目及び単位数は、次のとおりとする。 

 

授 業 科 目 
単 位 数       

前 期 後 期 

日本語実践Ⅰ 

日本語実践Ⅱ 

日本語の表現技法Ⅰ 

日本語の表現技法Ⅱ 

学部留学生のための日本語Ⅰ 

学部留学生のための日本語Ⅱ 

日本文化事情Ⅰ 

日本文化事情Ⅱ 

日本社会事情Ⅰ 

日本社会事情Ⅱ 
日本のＩＴ事情 

１ 

 

１ 

 

１ 

 

２ 

 

２ 

 

１ 

 

１ 

 

１ 

 

２ 

 

２ 

２ 

 

 （単位の認定） 

第３条 留学生が前条に掲げる授業科目を履修し修得した単位は、各学部において定める修得すべき単

位数のうち１２単位を超えない範囲内において、次に掲げる単位として認定することができる。 

  一 教養科目（農学部共同獣医学科にあっては人文・社会科学科目群及び複合領域科目群）につい

ては、８単位までを｢日本文化事情」、｢日本社会事情｣及び「日本のＩＴ事情」の単位 

二 外国語科目(農学部共同獣医学科にあっては外国語科目群)については，６単位までを「日本語

実践」，「日本語の表現技法」及び「学部留学生のための日本語」の単位 

 

  (単位認定の申請) 

第４条 前条に掲げる単位の認定を受けようとする留学生は，所定の様式を所属学部長へ提出するもの

とする。 

２ 前項の申請期間は，各学期の末日までとする。 

 

   附 則 

１ この規則は，平成３１年４月１日から施行する。 

２ 平成３１年３月３１日以前の入学生については，この規程による改正後の規定にかかわらず，なお

従前の例による。 

 





 

 

  
 

 

 

 

19．工学部各学科の概要 
 

 

 

 

    （１）機械物理系学科  ------------------------------------------------- 39 

 

    （２）電気情報系学科  ------------------------------------------------- 45 

 

    （３）化学バイオ系学科  ----------------------------------------------- 50 

 

（４）社会システム土木系学科  ----------------------------------------- 52 





(A)

(B)

(C)

(D)

(E)

GPA(Grade Point Average) GPA

GPA













 

 

2

 

  

 

 

 

 

 

    

     

   

2   

    

    

    

 

 

15 1

5  

 

 

 



(1)

(2)

(3)



A, B, C E
D E

A, B, C E
A E
D E
D E
D E
D E
D F
G F
C F
C F
A F
E F
E F
E F
E F
E F
E F
E F
E F
E E
E F
E F
E F
E F
E F
F C
F C
F A, B, C

F F
F F
E F
E F
E A
E A, E
E F
E G
E G, H
F G, H
F G
F F
F F
F F
F F
F C, H
F C
E C
E
F
F







（３）化学バイオ系学科 
 

１．化学バイオ系学科の教育目的 

 本学科は，化学および生物工学分野における学術研究を行い，「人としての理想を求める工学」を追

求するとともに，そこで得られた知識，知恵および研究遂行体験に基づいた教育を行う。 

 

２．化学バイオ系学科の教育目標 

 本学科は，化学と生命科学を基盤として，人間が社会で生活する中で自然環境と調和しながらより

豊かで快適な生活を獲得するために必要な分子・物質・材料に関する学術研究を行っています。本学

科の 1年次では学科共通科目として有機化学・物理化学・無機化学・分析化学・生物科学などの基礎

科目を修得します。その後，「合成化学」，「材料化学」，「グリーンケミストリー」，「バイオサイエンス」，

「バイオテクノロジー」の各プログラムに分属され，それぞれに特色のある教育を行う。各プログラ

ムの養成人材像を以下に示す。 

 

・合成化学プログラム 

薬品・化成品・高分子材料・生体機能材料などを自在に分子設計・合成・評価することにより，未

来の医薬品開発や化学プロセス工業に貢献できる人材を養成する。 

 

・材料化学プログラム 

新規な有機・無機材料を創製し，機能性を評価することにより，化学的視点から次世代エネルギー

問題や環境問題を解決できる能力を有する人材を養成する。 

 

・グリーンケミストリープログラム 

化学ならびに生命科学の基礎知識を習得し，化学と生命科学にまたがる視点から，生体触媒や有機

触媒などを活用するグリーン反応プロセスで環境問題を解決するために貢献できる人材を養成す

る。 

 

・バイオサイエンスプログラム 

化学ならびに生命科学の基礎知識を習得したうえで，化学的，物理的な視点から生命現象を解明し，

次世代の医療やバイオテクノロジーの開発基盤を提供できる人材を養成する。 

 

・バイオテクノロジープログラム 

化学ならびに生命科学の基礎知識を習得したうえで，エネルギーや環境問題に対して微生物を中心

とした生物の機能を最大限に利活用した解決策を提案できる人材を養成する。 

 

化学バイオ系学科の学習･教育目標の具体的項目を、以下に示す。 

(A) 地球環境について技術者の立場から考える能力を養う。 

(B) 国際的に通用するコミュニケーション基礎能力を養う。 

(C) 社会規範、倫理観を持ち、技術者としての応用力を養う。 

(D) 工学者として、数学、情報処理能力を養う。 

(E) 化学工学の基礎知識を身につけ，応用する能力を養う。 



(F) 物理化学の基礎知識を身につけ，化学反応解析や触媒設計に応用する能力を養う。 

(G) 有機化学の基礎知識を身につけ，有機材料工学や高分子工学に応用する能力を養う。 

(H) 無機化学の基礎を身につけ，無機材料工学，電子材料工学に応用する能力を養う。 

(I) 分析化学・環境化学の基礎を身につけ，応用する能力を養う。 

(J) 生体内で進行する反応に関する基礎知識を身につけ，応用する能力を養う。 

(K) 環境調和を目指した微生物応用を可能にする基礎的知識を身につけ，説明できる能力を養う 

(L) 生物工学者として必要な生物化学工学を学び，工学計算能力を身につける。 

(M) タンパク質，遺伝子の構造と機能などの生命分子科学に関する知識を身につけ，応用する能力を

養う。 

(N) 応用化学実験・生物工学実験を通じて実験の実行，データ解析，およびレポート作成能力を 

身につける。 

(O) 卒業研究や実験を通じて，論理的に記述，議論する能力や発表能力を養う。 

(P) 卒業研究や実験を通じて，計画的に物事を遂行する能力を養う。 

(Q) 卒業研究や実験を通じて，自主的，継続的に物事に取り組む能力を養う。 

 

３．カリキュラム 
化学および生物工学の関与する分野は広範，多岐にわたります。全ての分野を網羅して教育するこ

とは到底できません。また，現代工業の進展の早さを考え合わせると，一つの先端分野に偏った教育

を行うことは意味がないことです。このため，本学科のカリキュラムは化学・生命科学の基礎的事項

を重視し，また，断片的知識の集積に留まらず，系統的，総合的な思考，自立的学習能力の獲得を可

能とするように配慮しています。 

各プログラムのカリキュラムマップは本学科 web site に掲載しています。 

 

４．授業への出席について 
本学科においては，各科目原則として２割を越えて欠席した場合，定期試験を受験できません。特

別な事情のために出席できない，あるいはできなかった場合には，証明書類を添えて授業欠席届を担

当教員に必ず提出のこと。特別な事情および証明書類は下記の通りです。ただし，このような証明書

があっても欠席履歴は残り，出席として認められるわけではありません。特に③，④は通常の欠席と

同様に扱われますので注意してください。 

①病気：医師の診断書等，②交通事故，災害，忌引：学級教員の認印および証明書類，③学会・研究

会等への出席，クラブ活動における対外試合等：関係教員の認印，④就職活動：所属研究室の指導教

員の認印，⑤その他の不測の事情：学科長の認印 



（４）社会システム土木系学科 

１．社会システム土木系学科の特徴と教育内容 
自然と調和した安全安心で持続可能な社会の構築においては，交通基盤やライフラインなどの建設によ

り社会資本を創造し，人々の生活や社会経済の営みのデザイン・マネジメントに関わる社会システム土木

系分野の幅広い知識と技術が必要です。国土と地域社会の計画・建設・管理に必要な社会基盤の設計・建

設から社会の仕組みに関わる幅広い専門知識と技術を教育研究し，社会の構築に貢献できる人材を育てま

す。 

その教育内容は，社会システム工学と土木工学を融合して，社会基盤構造物の設計・建設・維持管理， 

人口減少や高齢化対応の社会計画，自然災害による影響の軽減，環境調和型地域デザイン，製品やソフト

ウェアの品質管理などに関わるハードからソフトまで幅広くカバーしています。人口減少・高齢化などに

対応した社会のプランニングを主とする社会経営工学プログラムと，現代社会を支える社会基盤構造物の

設計・建設技術を主とする土木工学プログラムの２つを設けています。 

 
 
２．教育プログラムの学習･教育到達目標 

 
社会経営工学プログラムの学習･教育到達目標 

 
土木工学プログラムの学習･教育到達目標 

(A) 既存の工学に加えて，人文，社会科学などの

幅広い分野での基礎知識を備え，それらを用い

て世の中の問題を多様な角度からとらえること

ができる。 

(B) 外国語を用いて日常会話や仕事の内容につい

ての簡単な説明ができる。 

（C）集団において規律に基づいた行動を行い，自

らの意思を表現でき，与えられた役割を果たす

ことができる。 

（D）過去の具体的な事例などを通して技術の影響

力について理解できる。 

（E）コンピュータや書物による情報の収集，整理

ができ，集計作業などにより，内容をまとめら

れる。 

（F）確率・統計，微分方程式，力学といった，数

学，物理の基礎知識を身につけている。 

（G）社会的な課題を調査，分析する方法を身につ

けている。 

（H）システム的思考に基づいてシステムの企画・

立案，設計，評価，改善を検討することができ

る。 

（I） 得られた成果を論理的な文章にまとめ，その

内容を聞き手にコンパクトに分かりやすく発表

することができる能力，および他の人の意見を

聞き，内容の理解と疑問点を整理する能力を身

につけている。 

  

(A) 土木技術者として人類の福祉と自然環境との

調和に貢献できるように，自然科学，人文社会科

学などを学び，自然，人間，社会，環境に関わる

多面的な知識と柔軟な思考力を身に付ける。[多

面的な知識と柔軟な思考力] 

(B) 口頭または文書により，また図表や映像などを

用いて，意図することを相手に正しく伝えること

ができ，さらに討議できるコミュニケ－ション能

力を身に付ける。情報の内容は根拠に基づき，正

しく，詳細かつ適切に取りまとめられ，字句，句

読点，文法および用法が適切であることが必要で

ある。また，必要に応じて，情報が相手に適切に

伝達されているか確認する習慣を身に付ける。

[コミュニケ―ション能力] 

(C) 土木技術者が自然および社会に及ぼす影響・効

果を正しく理解し，その社会的役割と責任を自覚

する。土木技術者倫理規定を理解し，実例につい

て学習し，実務において倫理的な評価・判断がで

きる能力を身に付ける。[技術者としてのキャリ

アと倫理] 

(D) 土木工学に関連する数学，物理・地学，情報技

術などの基礎知識を習得し，土木工学の専門知識

を習得するための基礎能力を身に付ける。演算を

筆記により正確に行うことができ，必要に応じて

検証する。[数学，物理・地学，情報技術などの

基礎知識] 

 



 (E) 土木工学の専門基礎分野としての，構造工学，

地盤工学，水工水理学，材料学，測量学の基礎

知識を，講義，課題を通して習得し，土木施設

および土木構造物の調査，計画，設計，建設，

維持管理などを実行するために必要な基礎的能

力を身に付ける。[土木工学の基礎知識] 

(F) 土木工学に関わる現象について，実験を計画，

遂行・解析・考察する能力，および時間内に実験

を進め，結果をとりまとめレポートを作成し，報

告できる能力を身に付ける。また，共同作業にお

ける個々の役割を認識し，協調して行動できる能

力を身に付ける。[実験の計画・遂行・解析と考

察] 

(G) 土木工学に関わる上記の基礎知識を応用かつ

駆使できるよう演習を通して多くの課題に取り

組み解決し，自己学習の習慣を身に付け，かつ成

果を文書や図表により取りまとめ，報告，発表，

討議できる能力を身に付ける。[演習による基礎

知識の理解と応用] 

(H) 土木工学に関わる基礎知識を基に，実務の基礎

知識を習得し，土木分野における課題を探求し，

組み立て，解決する基礎能力を身に付ける。[実

務の基礎知識の習得] 

(I) 社会の変化を迅速に察知し，身に付けた知識を

もとに自ら課題を発見し，その課題を解決するた

めの研究・プロジェクトを計画・遂行し，その結

果をまとめ，発表できる能力およびこれらをチー

ムで実践できる能力を身に付ける。[課題の発見

と解決能力] 

 

３．授業への出席について 

 単位認定のための出席時間数に関しては『履修の手引』に記載のとおりです。特別な事情（病気，事

故，災害，忌引き，学会・研究会等への出席，クラブ活動における対外試合等）のために出席できない

場合，あるいはできなかった場合には，所定の授業欠席届を授業担当教員に提出するとともに，必要に

応じて書類（病気の場合には病院の領収書等の写し）を提示してください。 

 

特別な事情にあたる対外試合等（課外活動サークルとして登録され，事前に大会参加を届け出ているこ

と） 

・国際大会 

・全国大会（種目別大会，コンクール，展覧会・演奏会を含む） 

・地区大会（県内大会は除く）（種目別大会，コンクール，展覧会・演奏会を含む） 



 
 

４．各学習・教育目標を達成するためのカリキュラムマップ 
 

社会システム土木系カリキュラムマップ 

分野 

授業科目名 

1年 2年 3年 4年 
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

人文社会系 

人文・社会分野
（等） 

人文・社会分野
（等） 

主題科目 主題科目 主題科目 主題科目  

語学系 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語 
A，B 
その他の外国語 

実践英語A，B 
その他の外国語 

総合英語Ⅰ,Ⅲ 
その他の外国語 

総合英語Ⅱ,Ⅳ 
その他の外国語 

   

キャリア系 

大学入門ゼミ 
キャリア入門 

   技術者倫理 
インターンシッ
プ 

土木特別講義Ⅰ
土木特別講義Ⅱ
社会経営工学特
別講義Ⅰ 
社会経営工学特
別講義Ⅱ 

 

数学・物理学系 

微分積分学Ⅰ 
線形代数学 

微分積分学Ⅱ 
常微分方程式 
数学総合演習 
確率統計基礎 
現象解析基礎 

統計学     

  確率統計モデリ
ング 
行動モデリング 
応用数学 

    

 力学基礎及び演
習 

固体力学基礎 
流体力学基礎 

  数値力学解析  

プログラミング
系 

情報リテラシー 
計算機システム
演習 

数値解析      

構造・土木材料
系 

  構造力学Ⅰ及び
演習 

構造力学Ⅱ及び
演習 
建設材料学 

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造学及
び演習 
構造振動学 
構造・材料実験

鋼構造学 
ｺﾝｸﾘｰﾄ工学 

 



 
 

河川・海岸系 
   水理学Ⅰ及び演

習 
水理学Ⅱ及び演
習 
水工計画学 

水理学実験 
海岸工学 

河川工学 

地盤・岩盤系 
  土質力学Ⅰ及び

演習 
土質力学Ⅱ及び
演習 

岩盤力学 地盤工学 
建設施工学 
土質力学実験 

 

地圏系 
地球科学  土木地質学 

地球科学実験演
習 

物理探査基礎  地震工学 地球環境情報工
学 

建設実務基礎系 
  測量学 

測量学演習 
建設法規 

建築製図 
応用測量学 

学外実習   

情報処理系 

  プログラミング
演習Ⅰ 
プログラミング
演習Ⅱ 

情報数理 ソフトウェア工
学 
応用数値解析 

空間情報工学  

経営管理系 

   数理計画法 
数理計画法演習 
品質管理工学Ⅰ 

経営工学概論 
確率システム工
学 
確率システム工
学演習 
オペレーション
ズ・リサーチⅠ

財務・会計学 
オペレーション
ズ・リサーチⅡ
品質管理工学Ⅱ

 

公共政策系 

   ミクロ経済学 
ミクロ経済学演
習 
公共政策論Ⅰ 

ゲーム理論 
都市・地域計画
学 
土木計画学 

公共政策論Ⅱ 
交通計画学 

 

防災・環境系 

  基礎水理学 
景観工学 

リスクマネジメ
ント 
リスクマネジメ
ント演習 
上下水道・水質
管理 

循環型社会論 
環境計画学 
建設工学 
防災管理工学 

社会基盤設計 
防災基盤計画 
環境計量・調査
実習 

 

プロジェクト系 

  社会調査プロジ
ェクトⅠ 
プロジェクトマ
ネジメント 

社会調査プロジ
ェクトⅡ 
応用システム工
学実験 

土木・社会経営
プロジェクト 
ものづくり実践
プロジェクト 

  

 



 
 

 
社会システム土木系カリキュラムマップ内の下線付き科目ならびに卒業研究には，下表に記載の通り，受講要件が課されている。注意のこと。 

受講要件を課す科目 開講年次 受講要件内容 

学外実習 3年次・前期 ・測量学，測量学演習の単位を修得していること。
・構造力学Ⅰ及び演習，構造力学Ⅱ及び演習，水理学Ⅰ及び演習，土質力学Ⅰ及び演習，土質力学Ⅱ
及び演習，建設材料学の 6科目の受講歴を有し，この内，4科目以上の単位を修得していること。 

構造・材料実験 3年次・前期 構造力学Ⅰ及び演習，建設材料学の2 科目の受講歴を有すること。

水理学実験 3年次・後期 水理学Ⅰ及び演習，あるいは水理学Ⅱ及び演習の受講歴を有すること。

土質力学実験 3年次・後期 土質力学Ⅰ及び演習， 土質力学Ⅱ及び演習の2 科目の受講歴を有すること。

卒業研究 4年次・通年 （卒業研究着手条件記載欄を参照） 
 
建築士受験資格関連科目は，土木工学プログラム履修者のみ受講が認められる．下表に従い受講のこと．なお，卒業所要単位内には含まれない． 

建築士受験資

格関係科目 

授業科目名 

1 年  2 年  3 年  4 年  

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

  

建築計画 建築史 

建築設備 

建築設計Ⅰ 

建築環境工学

建築設計Ⅱ 建築設計Ⅲ 

インテリア計

画 
 

 
 



 

 

 

 

 

 

20．鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科 
 

    鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科の概要 ------------------------- 57 

    鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科の基本方針 --------------------- 59 

    鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科工学専攻履修規程 --------------- 63 

 

       

 

 





鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科の概要 
 

鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科では，専門分野における高度な知識・技術と実践的能

力に加え，本学の強み・特色を活かし，地球規模の課題と地域の課題を対象に持続性社会創生に関

わる専門分野を超えた幅広い知識に基づく俯瞰的な思考力を身につけ，国内外の社会の様々な場に

おいて，持続性社会創生に向けてのイノベーション創出に貢献できる高度専門職業人を養成します。 

 

  本研究科は博士前期課程として，次の４専攻を置く。 

○ 地域学専攻 

・地域創生コース 

・人間形成コース 

○ 工学専攻 

・機械宇宙工学コース 

・情報エレクトロニクスコース 

・化学バイオコース 

・社会システム土木コース 

・メタンハイドレート科学コース 

○ 農学専攻 

・里地里山環境管理学コース 

・植物菌類生産科学コース 

・農芸化学コース 

○ 国際乾燥地科学専攻 

・一般コース 

・特別コース 

 

■専攻の案内 

【地域学専攻】  

 人口減少・高齢化社会，グローバル化時代に向けた持続的な社会の創生に当たっては，地域の

人々の生活，文化，教育等の社会の仕組みづくりに関わり，対応できる知識と能力をもった人材

が求められています。 

地域学専攻は，このような社会のニーズに対応するべく，地域の諸課題を科学的・学際的かつ

実践的に探求することを通じて，地域を総合的に把握する能力や高度で専門的な知識・技術を修

得し，住民参加による活気あふれる地域，人々が生涯にわたり生き生きと学習し成長できる地域，

歴史的に形成されてきた文化や環境を大切にする個性豊かな地域の創造を担う人材を養成します。

また，専門を超えた教員からも指導を受けることができる教育体制をとっています。 

 

【工学専攻】 

  工学専攻は，社会が求める「伝統的工学に関する高度な知識・技術に加え，多様化するニーズに

対応できる異分野技術を融合利用する素養を備えた人材」に対応すべく，他分野との連携を積極的

に推進できるように，工学系の「先端ものづくり技術」，「高度情報社会技術」，「高度な化学バイオ

技術」，「生存基盤を支える社会技術」を体系的かつ高度な専門性が修学できるように分野毎に区分



された教育課程を設けています。また，専門を超えた教員からも指導を受けることができる教育体

制をとっています。 

 

【農学専攻】 

現在の農学は，作物の生産だけでなく加工から流通に至るまで総合的に関わる 6 次産業農業，有

用な生物資源を見つけて創薬などに結びつけるバイオテクノロジー，生命の生存基盤である自然環

境の保護や資源の再生，農林業による地方創生など，対象とする分野が多岐にわたってきています。

このような諸問題に，幅広い知識・技術を活用し総合的に対応できる人材が求められています。 

農学専攻は，このような社会のニーズに対応するべく，生物資源の取り扱いに関する正しい知識

と倫理感を備え，先進的な生物生産技術，バイオテクノロジーや環境保全・修復技術，経済的・経

営的分析に関する知識と技術を修得し，問題点を多角的に捉える学際性をもって地域と地球の持続

的な発展に貢献する人材を養成します。また，専門を超えた教員からも指導を受けることができる

教育体制をとっています。 

 

【国際乾燥地科学専攻】 

森林の消滅と砂漠化の進行が世界の大きな問題となっており，その解決には砂漠化防止の他に， 

農業や工業開発，生活環境の改善など幅広い対策が求められています。 

国際乾燥地科学専攻は，このような世界的ニーズに対応するべく，乾燥地における農業，環境保全

に関する知識・技術，併せて多様な文化や住民の生活の質に関わる乾燥地の住民の人間開発分野を取

り込み，乾燥地の農業・環境保全から地域開発までの教育研究体制のもとで，地球規模で生じている

自然及び人類的課題の解決策をグローバルな視点によって導き出し，自然と調和する循環型社会の創

生のために国際的に活動できる人材を養成します。また，当該分野の世界のトップサイエンティスト

（招聘教授）による先端研究の講義を取り入れるとともに，英語のみで履修する特別コースを設け，

留学生へ対応しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科の基本方針 

  

＜学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）＞ 

鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科（博士前期課程）では，専門分野における高度な知識・

技術と実践的能力を持ち，かつ分野を超えた持続性社会創生に関わる幅広い知識に基づく俯瞰的な思

考力を身につけ，国内外の社会の様々な場において，持続性社会創生に向けてのイノベーション創出

に貢献できる高度専門職業人を養成することを目的としています。 

本研究科では，学位論文が新規性，創造性などを有しており，以下の能力・素養を身につけたとき

に，修士の学位を授与します。 

１. 社会の持続可能性を理解し，実践に適用できる能力 

２. 分野横断的能力をもって，俯瞰的に物事が考究できる素養 

３. 専門的な技術開発研究，または高度な専門的業務に従事するために必要な知識・技術 

 

 各専攻では，上記に加え，以下の場合に修士の学位を授与します。 

 

【地域学専攻】 

地域学専攻では，学位論文が新規性，創造性などを有しており，以下の能力・素養を身につけたと

きに，修士（地域学，教育学）の学位を授与します。 

１． 地域の持続的発展に関わる知識・技能，これを実践に創造的に適用するための思考力，判断力 

２． 地域課題を学問横断的・俯瞰的に把握し解決するための意欲，理解，協働性 

「修士（地域学）」の学位の場合 

３． 地域学に関わる専門的な研究を自律的に行う能力，または高度な専門的業務に従事するために必 

要な知識・技能 

「修士（教育学）」の学位の場合 

４．教育学に関わる専門的な研究を自律的に行う能力，または高度な専門的業務に従事するために必

要な知識・技能 

 

【工学専攻】 

工学専攻では，学位論文が新規性，創造性などを有しており，以下の能力・素養を身につけたとき

に，修士（工学）の学位を授与します。 

１． 人類の福祉と社会の発展に貢献するため，「持続性社会」にかかわる工学分野の多様化するニー

ズに対応できる知識・技術 

２． 先端ものづくり，情報やそれらの融合に関する研究や技術開発ができる学修能力 

３． 上記の工学分野の高度な専門性を有し，それらを活かすことができる高度な人間力（コミュニケ

ーション力・実践力・プレゼンテーション力など） 

なお，本専攻では修士（工学）の学位を授与することを基本としていますが，学生の研究が他領域

も含んだ内容となることも想定しており，その場合は学生の履修内容や学位論文の内容を審査した上

で，修士（学術）の学位を授与することとします。 

 

 



【農学専攻】 

農学専攻では，学位論文が新規性，創造性などを有しており，以下の能力・素養を身につけたとき

に，修士（農学）の学位を授与します。 

１． 農業のグローバル化，生命の生存基盤である自然環境の保護を目的に，農業を支えるバイオサイ

エンスや食品の機能性を追求でき，鳥取県の特産である梨やきのこなどの生物資源の多様性を理

解し，発掘・高度活用できる能力 

２． 人々の営みが地域の資源・環境に及ぼす影響を自然科学と社会科学の広い視野から理解し，「里

地里山の持続可能な保全・利用」に貢献できる能力 

 

【国際乾燥地科学専攻】 

国際乾燥地科学専攻では，学位論文が新規性，創造性などを有しており，以下の能力・素養を身に

つけたときに，修士（農学）の学位を授与します。 

１． 地球上で最も脆弱な地域である乾燥地の社会，気候，水資源，生態系および農業の実情を理解し，

砂漠化，食糧不足，貧困などの人類が直面する地球規模課題を俯瞰的に考究できる素養 

２． 持続的な文明活動の継続のために，それぞれの専門性を活かして，実践的でグローバルに活躍で

きる技能 

なお，本専攻では修士（農学）の学位を授与することを基本としていますが，学生の研究が他領域

も含んだ内容となることも想定しており，その場合は学生の履修内容や学位論文の内容を審査した上

で，修士（学術）の学位を授与することとします。 

 

 

＜教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）＞ 

鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科（博士前期課程）では，本研究科（博士前期課程）の「修

了認定・学位授与の方針」に示す能力・素養を身につけられるよう，次に掲げる方針のもと，体系的

な教育課程を編成し実施します。 

１． 持続性社会創生に関わる知識，技能，理解を獲得させるために，持続性社会創生を科学的に捉え

る研究科共通科目と，特定分野の知識・技能を身につける専門科目を融合させたカリキュラムを

編成します。 

２． 持続性社会創生に関わる諸課題を分野横断的・俯瞰的に把握できるよう，持続性社会創生に関す

る基本的知識を総合的に学ぶ基盤科目と，専門領域を超えて体系的に学ぶ超領域科目を，研究科

共通科目として設けます。 

３． 専門分野の高度な知識・技術を修得させるとともに，分野横断的な知識をも修得させる教育を専

門科目を通じて推進します。 

４． 実践的演習や研究活動を通じて，課題の発見・解析・解決・説明の総合能力を向上させる教育を

修士論文の指導を通じて行います。 

 

【地域学専攻】 

地域学専攻では，「修了認定・学位授与の方針」に示す能力・素養を身につけられるよう，次に掲げ

る方針のもと，体系的な教育課程を編成し実施します。 

１． 個別指導による課題研究等を通じて，当該分野の研究方法論を鍛える特別研究を基幹科目として

設けます。 



「修士（地域学）」の学位の場合 

２． 地域課題の解決に向けた意欲や協働性を養うために，国内外におけるフィールドワークや実践研

究を組み入れた科目や，個性豊かで持続可能な地域の創生を目指す地域学に関わる諸分野の知

識・技術を体系的に修得させるとともに，専門性を深めるような展開科目を設けます。 

３． 地域学に関わる専門的・自律的研究能力を修得するための教育を，当該分野の研究方法論を鍛え

る特別研究，そして修士論文の指導を通じて行います。 

「修士（教育学）」の学位の場合 

２． 地域課題の解決に向けた意欲や協働性を養うために，国内外におけるフィールドワークや実践研

究を組み入れた科目や，個性豊かで持続可能な地域の創生を支える教育学に関わる諸分野の知

識・技術を体系的に修得させるとともに，専門性を深めるような展開科目を設けます。 

３． 教育学に関わる専門的・自律的研究能力を修得するための教育を，当該分野の研究方法論を鍛え

る特別研究，そして修士論文の指導を通じて行います。 

 

【工学専攻】 

工学専攻では，「修了認定・学位授与の方針」に示す能力・素養を身につけられるよう，次に掲げる

方針のもと，体系的な教育課程を編成し実施します。 

１． 学生の学問的関心を喚起するために，各学問領域や実社会で取り組まれている技術開発に触れる

科目や，実践力コミュニケーション能力の強化を図る実習科目等を専攻共通科目として設けます。 

２． 高度な先端ものづくり技術，高度情報社会技術，生存基盤を支える社会技術など，工学分野の高

度なハードウェアとソフトウェアのものづくりに関する知識・技術を体系的に修得させるととも

に，専門性を深めるような展開科目を設けます。 

３． 工学に関わる専門的・自律的研究能力を修得するための教育を，当該分野に関する実験及び演習，

そして修士論文の指導を通じて行います。 

 

【農学専攻】 

農学専攻では，「修了認定・学位授与の方針」に示す能力・素養を身につけられるよう，次に掲げる

方針のもと，体系的な教育課程を編成し実施します。 

１． 情報発信に十分な英語力とコミュニケーション能力を養うために，英語による論文執筆トレーニ

ングや，海外実践活動を組み入れた実習科目等を基幹科目として設けます。 

２． 農山漁村の持続性社会に関わる地域農業の強化，バイオテクノロジー，菌類きのこ資源や森林の

活用，水産業の発展など，農学に関わる諸分野の知識・技術を体系的に修得させるとともに，専

門性を深めるような展開科目を設けます。 

３． 農学に関わる専門的・自律的研究能力を修得するための教育を，当該分野に関する特別演習，そ

して修士論文の指導等を通じて行います。 

 

【国際乾燥地科学専攻】 

国際乾燥地科学専攻では，「修了認定・学位授与の方針」に示す能力・素養を身につけられるよう，

次に掲げる方針のもと，体系的な教育課程を編成し実施する。 

１． 国際的に活動するための知識や素養を身につけるために，先進的な乾燥地科学の知識を修得し，

英語による論文執筆トレーニングや海外実践活動を組み入れた実習科目等を基幹科目として設

けます。 

２． 乾燥地における気候・生態系，食糧・農業など，乾燥地科学に関わる諸分野の知識・技術を体系



的に修得させるとともに，専門性を深めるのみならず，乾燥地に生きる人々の生活の質等を学べ

るような展開科目を設けます。 

３． 乾燥地科学に関わる専門的・自律的研究能力を修得するための教育を，当該分野に関する特別演

習，そして修士論文の指導を通じて行います。 

 

 

＜入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー）＞ 

鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科（博士前期課程）では、地球規模の課題と地域の課題に

対する幅広い理解のもとに、自らの専門性を活かして持続性社会の創生を担おうとする、以下の意識

と意欲を持った人を求めています。 

１．専門分野において自ら課題を発見して解決するために必要な基礎学力を備えている人 

２．研究に対して広い視野で積極的に取り組む意欲を持っている人 

３．高度な専門性を必要とする職業を担おうとする人 

 

持続性社会創生科学研究科では、こうした入学者を国内外から受け入れるために、多様な入試方法

によりその適性を確認します。 

 

【地域学専攻】 

研究科の「入学者受入れの方針」に加えて、地域学専攻では、地域の諸課題を科学的・学際的かつ

実践的に探求することを通じて、幅広い視野と豊かな創造力を持って地域社会の発展に貢献できる高

度専門職業人や研究者を目指そうとする人を求めています。 

 

【工学専攻】 

研究科の「入学者受入れの方針」に加えて、工学専攻では、工学分野の多様化するニーズに対応で

きる知識・技術を学ぶとともに、研究活動を通じて知識と技術の両者を調和させて一体化することの

できる技術者・研究者を目指そうとする人を求めています。 

 

【農学専攻】 

研究科の「入学者受入れの方針」に加えて、農学専攻では、人類の生存に不可欠な農学を自ら主体

的に学び、高度専門職業人や研究者として、幅広い視野と豊かな創造力を持って地域や国際社会に貢

献することを目指そうとする人を求めています。 

 

【国際乾燥地科学専攻】 

研究科の「入学者受入れの方針」に加えて、国際乾燥地科学専攻では、世界には多様な自然環境、

文化、価値観があることを理解し、社会的少数者や厳しい環境下にある人々に対して思いやりの気持

ちをもつとともに、グローバル時代に生じている様々な問題に興味を持ち、解決のために自ら貢献し

たいと思う人を求めています。 

  

 

 

 

 



鳥取大学大学院持続性社会創生 

科学研究科工学専攻履修規程 

 
 

第１条 鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科工学専攻の修了の要件は，２年以上在学し，３０

単位以上修得するとともに，研究指導を受けて学位論文を作成し，その審査及び最終試験に合格し

なければならない。ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者と工学専攻会議において

認めた場合には，１年以上在学すれば足りるものとする。 

第２条 教育課程表は別表のとおりとし，学生は指導教員の指示のもとに授業科目を履修しなければ

ならない。 

２ 各コースの教育課程表外の授業科目は，当該コースの定めるところにより，コース主任の許可を

得て履修することができる。 

第３条 学生は，毎学期所定の期日までに，別表に基づき履修しようとする授業科目を登録しなけれ

ばならない。 

第４条 学生は，最終年次において，コース主任の指示する期日までに，学位論文を提出しなければ

ならない。 

第５条 本専攻入学前または在学中に，他の大学院または外国の大学院にて修得した単位を教育上有

益と認めるときは，６単位を超えない範囲で課程修了の要件となる単位として認定することができ

る。 

２ 前項の場合において，単位制をとらない他の大学院または外国の大学院における学修成果の単位

換算は，授業時間数及び授業形式等を勘案し行うものとする。 

 

附 則（略） 

 

附 則 

この規程は，平成３１年４月１日から施行する。 

 

 



大学院持続性社会創生科学研究科工学専攻　教育課程表

担当教員

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

持続性社会創生科学概論１ 1 2 【乾】恒川　他

持続性社会創生科学概論２ 1 2 【地】多田　他

持続性社会創生技術論１ 1 2 【農】霜村　他

持続性社会創生技術論２ 1 2 岩井　儀雄　他

起業・知財論 1 2 【研】居島　他

必修 研究者倫理 1 2 吉野　公

国際乾燥地科学特論Ⅰ（環境） 2 4 【乾】木村玲　他 理科

国際乾燥地科学特論Ⅱ（食糧・農業） 2 4 【乾】藤巻　他

生命環境農学特論Ⅰ（里地里山環境） 2 4 【農】永松　他

生命環境農学特論Ⅱ（生産資源環境） 2 4 【農】中桐　他

生命環境農学特論Ⅲ（生命環境科学） 2 4 【農】河野　他
グリーンサスティナブルケミストリー特論 2 4 菅沼　学史 理科

バイオ資源特論 1 2 大城　隆 工業

エネルギー化学特論 1 2 坂口　裕樹　他 工業

再生可能エネルギー特論 2 4 原　豊 工業

サスティナブル資源利用特論Ⅰ 1 2 小畑　良洋

地域経済学特論Ⅰ 2 4 福山　敬 工業

地域経済学特論Ⅱ 2 【地】多田

戦略的経営論 1 2 【教育セ】永松

マーケティング特論 1 2 【教育セ】永松

地域づくりとリスクマネジメント 1 2 非常勤講師

計算社会科学 2 4 石井　晃

地域づくりの心理学 1 2 非常勤講師

スマート社会技術論 1 2 中西　功　他

自然災害科学概論 2 4 檜谷　治　他 工業

国際乾燥地科学特論Ⅲ（人間開発） 1 2 【乾】安延　他

国際協力特論 1 2 【国セ】安藤

国際交流と異文化理解（Ｅ） 1 2 非常勤講師

コミュニティ特論 2 【地】稲津

文化多様性特論 1 2 【地】中

比較国際教育特論 2 【地】柿内

社会教育学特論 2 【地】大谷

人権教育特論 2 4 【地】石山

サスティナブル資源利用特論Ⅱ 1 2 小畑　良洋

◇特別学外実習 1 各教員

◇長期特別学外実習 3 各教員

◇国際連携特別研究 3 各教員

メタンハイドレート概論 2 4 海老沼　孝郎

地球科学概論 2 4 非常勤講師

海洋調査基礎論 2 4 非常勤講師

◇機械宇宙工学特別講義Ⅰ 1 非常勤講師

◇機械宇宙工学特別講義Ⅱ 1 非常勤講師

◇情報エレクトロニクス特別講義Ⅰ 1 非常勤講師

◇情報エレクトロニクス特別講義Ⅱ 1 非常勤講師

◇化学バイオ特別講義Ⅰ 1 非常勤講師

◇化学バイオ特別講義Ⅱ 1 非常勤講師

◇社会システム土木特別講義Ⅰ 1 非常勤講師

◇社会システム土木特別講義Ⅱ 1 非常勤講師

◇メタンハイドレート科学特別講義Ⅰ 1 非常勤講師 ○
◇メタンハイドレート科学特別講義Ⅱ 1 非常勤講師 ○

弾性力学特論 2 4 小畑　良洋 工業

計算力学 2 4 岩佐　貴史 工業

材料科学特論 2 4 陳　中春 工業

熱物理工学 2 4 酒井　武治

遅い流れの流体力学 2 4 後藤　知伸 工業

航空宇宙流体力学 2 4 松野　隆 工業

高速空気力学 2 4 川添　博光　他 工業

ナノトライボロジー特論 2 4 松岡　広成 工業

数理生物学 2 4 中井　唱 工業

振動工学特論 2 4 小出　隆夫 工業

機械システムダイナミクス 2 4 田村　篤敬 工業

伝熱工学特論 2 4 小田　哲也 工業

材料強度学特論 2 4 音田　哲彦 工業

破壊力学 2 4 小野　勇一 工業

設計工学特論 2 4 西　遼佑

機械加工学特論 2 4 佐藤　昌彦 工業

塑性力学特論 2 4 松野　崇

制御工学特論 2 4 未定 工業

計測工学特論 2 4 西田　信一郎 工業

流体力学セミナーⅠ 1 4 川添　博光　他

流体力学セミナーⅡ 1 4 川添　博光　他

応用数学特論Ⅰ 2 4 井上　順子

応用数学特論Ⅱ 2 4 橋本　隆司

対称性の数理Ⅰ 2 4 橋本　隆司

対称性の数理Ⅱ 2 4 井上　順子

物理数学基礎Ⅰ 2 4 小谷　岳生 工業

物理数学基礎Ⅱ 2 4 土井　俊行 工業

数理手法と先端工学 2 4 4 星　健夫 ○ 工業

量子計算物質科学特論 2 4 4 星　健夫 ○ 工業

プラズマ物理学基礎 2 4 古川　勝 工業

◇機械宇宙工学実験及び演習Ⅰ 4 各教員

◇機械宇宙工学実験及び演習Ⅱ 4 各教員

システムＬＳＩ特論 2 4 菅原　一孔 情報

音声言語処理特論 2 村上　仁一 情報

計算インタラクション特論 2 4 4 岩井　儀雄 ○ 情報

パターン処理特論 2 4 4 岩井　儀雄 ○ 情報

制御理論特論 2 4 竹森　史暁 工業

メカトロニクス 2 4 有井　士郎 工業

ディジタル信号処理工学 2 4 中西　功 工業

回路システム工学 2 4 未定 工業

情報エレクトロニクスコースの学生は１８単
位以上（他コース履修は６単位まで可能）

2

4

4 4
情

報
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宙
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ー
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選択
機械宇宙工学コースの学生は１８単位以
上（他コース履修は６単位まで可能）
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科
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いずれかの科目群から３単位以上
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2
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１　年 ２　年

週授業時間数

教職

2

単位数授業科目
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3
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担当教員

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

科目
区分

単位
区分

隔年
開講
科目

１　年 ２　年

週授業時間数

教職単位数授業科目

静電気工学 2 4 西村　亮 工業

量子力学 2 4 阿部　友紀 工業

固体物性論 2 4 市野　邦男 工業

応用数理解析特論 2 4 吉村　和之 情報

ソフトウェアアーキテクチャ特論 2 4 川村　尚生 情報

パターン認識特論 2 4 西山　正志 情報

情報ネットワーク特論 2 4 高橋　健一 情報

ソフトコンピューティング論 2 4 徳久　雅人 情報

自然言語処理特論 2 4 村田　真樹 情報

人工知能特論 2 4 清水　忠昭 情報

生物情報学特論 2 4 木村　周平 情報

地図情報処理特論 2 4 4 横田　孝義 ○ 情報

データ解析特論 2 4 4 横田　孝義 ○ 情報

生体情報処理特論 2 4 櫛田　大輔

情報通信工学特論 2 伊藤　良生　他 工業

最適化特論 2 4 大木　誠 工業

システム解析工学特論 2 4 近藤　克哉 工業

ＭＥＭＳ特論 2 4 李　相錫 工業

固体電子工学特論 2 4 大観　光徳 工業

通信機器工学特論 2 4 中川　匡夫

画像処理工学特論 2 4 三柴　数

情報エレクトロニクス実験及び演習Ⅰ 2 各教員 情報

情報エレクトロニクス実験及び演習Ⅱ 2 各教員 工業

触媒設計特論 2 4 4 片田　直伸 ○ 理科

構造化学特論 2 4 4 南条　真佐人 ○ 理科

有機合成化学特論 2 4 4 斎本　博之 ○ 理科

有機材料設計特論 2 4 4 松浦　和則 ○ 工業

無機材料化学特論 2 4 4 増井　敏行 ○ 工業

固体物理化学特論 1 2 2 坂口　裕樹 ○ 理科

生物資源応用特論 1 2 2 大城　隆 ○ 工業

微生物生産工学特論 2 4 4 大城　隆 ○ 工業

生分子機能工学特論 2 4 4 原田　尚志 ○ 工業

生物有機化学特論 2 4 4 木瀬　直樹 ○ 理科

生物化学特論 2 4 4 木瀬　直樹 ○ 理科

生物物理化学特論 2 4 4 永野　真吾 ○ 理科

構造生物学特論 2 4 4 永野　真吾 ○ 工業

表面化学特論 2 4 4 辻　悦司 ○ 理科

有機金属化学特論 2 4 4 野上　敏材 ○ 理科

精密合成化学特論 2 4 4 伊福　伸介 ○ 理科

機能材料化学特論 2 4 4 森本　稔 ○ 工業

電子材料化学特論 2 4 薄井　洋行 理科

微生物生理学特論 2 4 4 鈴木　宏和 ○ 理科

超分子化学特論 2 4 4 櫻井　敏彦 ○ 理科

遺伝子工学特論 2 4 4 溝端　知宏 ○ 工業

蛋白質工学特論 2 4 4 【事】河田　康志 ○ 工業

生体触媒機能特論 2 4 4 岡本　賢治 ○ 理科

蛋白質構造機能科学特論 2 4 4 日野　智也 ○ 理科

生体医工学特論 2 4 4 八木　寿梓 ○ 工業

◇化学バイオ実験及び演習Ⅰ 6 南条　真佐人　他

◇化学バイオ実験及び演習Ⅱ 6 岡本　賢治　他

河川水理学 2 4 檜谷　治 工業
交通計画学特論 2 4 桑野　将司 工業

信頼性設計工学 2 4 伊藤　弘道 工業

情報システム特論 2 4 小柳　淳二

確率システム工学特論 2 4 小柳　淳二 工業

システム計画学特論 2 4 谷本　圭志 工業

環境システム工学 2 4 星川　淑子 工業

構造工学 2 4 小野　祐輔 工業

地圏情報工学特論 2 4 香川　敬生 工業

固体地球科学 2 4 塩崎　一郎 工業

海域制御工学 2 4 太田　隆夫 工業

海洋水産資源学 2 4 【研】清水　他

構造振動学特論 2 4 谷口　朋代 工業

建設材料学特論 2 4 吉野　公 工業

コンクリート物性論 2 4 黒田　保 工業

建設学特論 2 4 浅井　秀子 工業

岩盤力学特論 2 4 西村　強 工業

岩盤物性論 2 4 河野　勝宣 工業

地盤工学特論 2 4 中村　公一 工業

水工計画学特論 2 4 三輪　浩 工業

海岸水理学特論 2 4 黒岩　正光 工業

数値水理学 2 4 梶川　勇樹 工業

オペレーションズ・リサーチ特論 2 4 伊藤　弘道 工業

防災システム工学 2 4 太田　隆夫 工業

環境管理工学 2 4 増田　貴則 工業

◇社会システム土木実験及び演習Ⅰ 4 各教員 工業

◇社会システム土木実験及び演習Ⅱ 4 各教員 工業

【メタンハイドレート科学コース科目】

海洋調査演習 3 非常勤講師
◇メタンハイドレート科学特別実験及び演習Ⅰ 4 海老沼　孝郎
◇メタンハイドレート科学特別実験及び演習Ⅱ 4 海老沼　孝郎

【地域マネジメントスタディズ科目】

異分野融合地域プロジェクト 2 太田　隆夫　他

地域マネジメント学特別講義 1 2 太田　隆夫　他

地域フィールドワーク学 1 2 太田　隆夫　他

地域経営工学特論 2 4 土屋　哲 工業

創造地域特論 2 （地）竹内

地域リテラシー特論 2 （地）藤井　他

◇印の授業科目の単位の認定は，合否をもって判定する。

※修了に必要な単位数は３０単位以上である。

※コース主任の許可を得て修得した本表以外の科目のうち，６単位以内は修了に必要な単位数に含めることができる。

※担当教員欄括弧内は，工学部以外の教員の所属を示す。

　【地】地域学専攻，【農】農学専攻，【乾】国際乾燥地科学専攻，【研】研究推進機構，【教育セ】教育センター，【事】理事，【国セ】国際交流センター

※担当教員は変更となる場合もあるので，掲示される時間割表等で確認すること。
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（１）　教員名簿
　　工学研究科・工学部

機
械
宇
宙
工
学
専
攻

機
械
物
理
系
学
科

市野　邦男 阿部　友紀 赤岩　和明
（７３０３） （７３０４） （７３０９）

李　相錫 松永　忠雄
（７３０８） （７３０７）

（７４０９）
大観　光徳

大木　誠

（７３０５）

（７４０５）
中西　功

西村　亮
（７４０８）

中川　匡夫 藤村　喜久郎
（７５０７） （７４０４）

白岩　史
（７５０６）

近藤　克哉 三柴　数 　　 小山田　雄仁
（７５０４） （７５０５） （７５１０）
伊藤　良生 笹岡　直人

（７５０９） （７５０８）

木村　周平 徳久　雅人
（４８０８） （４８０５）
岩井　儀雄 西山　正志 吉村　宏紀

（４２０４） （４２０３） （４２０１）

（１５０９） （1504-1）
吉村　和之 清水　忠昭 　　

（４８０３） （４８０２）

菅原　一孔 笹間　俊彦
（３８０８） （３８０６）
村田　真樹 村上　仁一情

報
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
専
攻

電
気
情
報
系
学
科

竹森　史暁
（２８０４）
櫛田　大輔

横田　孝義 有井　士郎 藪田　義人
（１８０３） （１８０５） （１８０４）
川村　尚生 高橋　健一

（３８０４） （３８０５）

（２８０５）

（２２０５）

大信田　丈志
（2206-1）

（2206-2）

小谷　岳生

古川　勝

原　豊

（２２０２）
加藤　由紀

榊原　寛史

（１２０８） （１２０６）

石井　晃

（１２０２） （１２０３）
土井　俊行

（３２０５）
松岡　広成 石川　功

後藤　知伸 中井　唱
（３２０８） （３２０６）

（３２０３）
星　健夫

（３２０２）

（３１０８） （３１０９）

（３１０５） （４１０４）

小出　隆夫 田村　篤敬

酒井　武治 小田　哲也
（２１０７） （２１０６）
川添　博光 松野　隆

（３１０３）

西田　信一郎 中谷　真太朗

本宮　潤一
（７３５２） （７３５４） （７３５１）

佐藤　昌彦 松野　崇
（３１０２）

（２１０９） （２１０８）

（３１０７） （３１０６）
小野　勇一

専攻・学科
教　　　授 准　教　授

西　遼佑

小畑　良洋 岩佐　貴史
（２１０４） （２１０５）

陳　中春 音田　哲彦

講　　　師 助　　　教
(部屋番号） (部屋番号） (部屋番号） (部屋番号）



専攻・学科
教　　　授 准　教　授 講　　　師 助　　　教
(部屋番号） (部屋番号） (部屋番号） (部屋番号）

助　　　教

（４５１６）

（４４０５）

福山　敬

桑野　将司

（３５０６）

大城　隆 鈴木　宏和

西村　強

檜谷  治

永野　真吾 日野　智也

木瀬　直樹 櫻井　敏彦

（３４０８）

谷口　朋代

原田　尚志

（１３１１） （１３１０）

長曽我部 まどか

大平　悠季
（３５１５）

(部屋番号） (部屋番号） (部屋番号） (部屋番号）

星川　淑子 増田　貴則

ものづくり教育実践
センター

センター名称
教　　　授 准　教　授

社
会
基
盤
工
学
専
攻

社
会
シ
ス
テ
ム
土
木
系
学
科

高部　祐剛
（４５０５） （４５０７）

（２５１０） （２５０８） （２５０９）

伊藤　弘道

講　　　師

三浦　政司

研究推進機構研究基
盤センター

森本　稔
（VBL棟3201）

化
学
バ
イ
オ
系
学
科

化
学
・
生
物
応
用
工
学
専
攻

小柳　淳二

浅井　秀子
（３４０６） （３４１８）

（２５０６） （２５０４）
南野　友香

（２５１５）

向坊　恭介
（３４１１） （２４１１）

香川　敬生 塩崎　一郎

黒田　保 吉野　公
（２４０７）

野口　竜也
（３４０５）

三輪　浩

太田　隆夫 金  洙列
（４４０４）

海老沼　孝郎 石田　直人
(４４０６) （４４１２）

（３５０８）

谷本　圭志 土屋　哲

森山　卓
（３５１３）

（３４１２）

（３４０７）

中村　公一
（３４１３）

（３４０２）

（２４０６） （２４１３）
黒岩　正光 梶川　勇樹

（４４０８） （４４１０）

（２４０８）

和田　孝志
（３４０３） （３４１９）

金氏　裕也

岡本　賢治
（１３０９） （１３０８）

河野　勝宣小野　祐輔

八木　寿梓
（３３１０）
溝端　知宏 本郷　邦広

小田　沙織
（３３１２） （３３１１） （３３１３）

（３３０６） （３３０８）

道見　康弘
（４３０７） （４３１３） （４３０８）
松浦　和則 稲葉　央

（３３０４） （３３０３）

南条　真佐人
（４３０６）

（４６０１）
井澤　浩則

（２３０７） （２３０９）

（２３０５）
片田　直伸 辻　悦司 菅沼　学史

（４３１１） (４３０４) （４３０５）
増井　敏行

（４３１２）
坂口　裕樹 薄井　洋行

（２３０４） （２３０３）
伊福　伸介

斎本　博之

野上　敏材 早瀬　修一
（２３１０）
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